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篇

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
に
お
い
て
、
中
国
本
土
の
農
耕
民
と
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
遊

牧
民
の
対
立
が
歴
史
の
一
つ
の
原
動
力
で
あ
っ
た
こ
と
は
贅
言
に
及
ば
な
い
。

遊
牧
民
に
関
す
る
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
記
述
が
『
史
記
』
痢
奴
列
伝
で
あ
る

こ
と
に
明
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
旬
奴
は
中
国
と
持
続
的
に
交
渉
し
た
最
初
の

遊
牧
民
で
あ
っ
た
。
勃
興
以
前
の
旬
奴
は
、
東
上
・
月
氏
に
東
西
か
ら
挟
ま

れ
て
い
た
と
さ
れ
、
東
胡
は
旬
奴
に
先
立
ち
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
に
お
い
て

お
そ
ら
く
は
最
初
の
遊
牧
帝
国
を
樹
立
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し

た
歴
史
的
重
要
性
に
も
関
わ
ら
ず
、
前
三
世
紀
末
に
飼
奴
の
攻
撃
で
壊
滅
し
、

中
国
と
の
持
続
的
交
渉
の
機
会
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
東
灘
の
動
向
は
き
わ

め
て
断
片
的
に
し
か
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
『
史
記
凸
版
奴
列
伝
に
は
、
ま
ず
春
秋
時
代
の
部
分
に
「
燕
北
有
東
胡
・

警
策
」
と
あ
り
、
つ
い
で
、
戦
国
後
期
に
お
け
る
秦
・
趙
・
燕
の
長
城
構
築

の
部
分
に
燕
将
秦
開
の
東
胡
撃
退
が
見
え
、
つ
い
で
秦
三
皇
の
事
績
の
部
分

に
「
東
胡
彊
而
月
氏
盛
」
と
あ
り
、
最
後
に
、
冒
頓
単
子
の
建
国
の
部
分
に

東
胡
討
滅
の
記
述
が
見
え
る
。
こ
の
旬
奴
列
伝
の
一
連
の
記
述
が
東
胡
を
通

時
的
に
扱
っ
た
唯
一
の
材
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
後
漢
書
』
鳥
桓
鮮
卑
列

伝
な
ど
に
は
、
無
難
・
鮮
卑
を
東
胡
の
後
上
と
す
る
記
述
が
見
え
る
。

　
近
年
、
考
古
学
的
資
料
の
増
加
に
よ
り
、
鮮
卑
の
国
葬
に
対
す
る
体
系
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
研
究
が
公
刊
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
源
流
と
し
て
の
東
塔
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

対
す
る
考
古
学
的
展
望
も
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研

究
に
あ
っ
て
は
、
『
史
記
』
旬
奴
列
伝
の
記
述
は
お
お
む
ね
無
批
判
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
史
記
臨
の
記
述
は
、

多
く
の
問
題
を
孕
む
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
無
批
判
に
依
拠
し
う
る
も
の

　
　
　
③

で
は
な
い
。
本
稿
で
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
立
ち
、
東
胡
に
関
わ
る
文
献

的
記
述
に
対
す
る
包
括
的
な
史
料
批
判
を
試
み
る
と
と
も
に
、
そ
の
作
業
に

よ
っ
て
濾
過
さ
れ
た
よ
り
確
実
な
文
献
的
情
報
と
考
古
学
的
研
究
と
を
整
合
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す
る
こ
と
で
、
東
胡
に
つ
い
て
現
時
点
で
展
望
し
う
る
こ
と
が
ら
を
確
認
す

る
も
の
で
あ
る
。

＠＠o
魏
堅
編
一
｝
○
〇
四
・
孫
危
二
〇
〇
七
。

臣
閃
利
清
二
〇
〇
五
　
一
五
四
～
一
六
一
。

士
古
本
二
〇
〇
⊥
ハ
O

第
｝
章
　
東
胡
に
関
す
る
文
献

　
東
胡
に
関
わ
る
文
献
の
記
述
は
、
上
掲
の
『
史
記
二
世
奴
列
伝
を
も
含
め

て
き
わ
め
て
乏
し
い
た
め
、
文
献
史
学
に
お
い
て
は
、
東
野
は
む
し
ろ
烏

桓
・
鮮
卑
の
淵
源
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
よ
り
一
般
的
で
あ
っ
た
。
包

括
的
な
記
述
と
し
て
は
、
白
鳥
庫
吉
一
九
～
○
～
一
三
・
内
田
吟
風
一
九
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

三
・
馬
長
寿
～
九
六
二
・
林
幹
一
九
八
九
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
文
献

に
対
す
る
批
判
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
本
章
で
は
、
ま
ず
、
東
南
に

関
す
る
文
献
的
記
述
を
金
面
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
東
胡
」
の
字
義
に
つ
い
て
は
、
欄
史
記
索
隠
由
旬
奴
列
伝
の
引
く
服
慶

説
に
「
事
忌
奴
東
、
故
日
東
胡
」
と
あ
る
。
「
胡
」
は
前
漢
で
は
お
お
む
ね

旬
奴
を
指
す
が
、
「
胡
」
を
単
称
し
た
り
、
あ
る
い
は
「
東
胡
」
や
「
胡

服
」
の
如
く
、
「
胡
」
を
用
い
た
語
彙
は
、
基
本
的
に
は
漢
代
に
成
書
し
た

文
献
に
よ
う
や
く
出
現
す
る
。
先
秦
の
成
書
が
推
定
さ
れ
る
文
献
に
は
「
胡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

琉
」
が
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
一
般
的
な
状
況
に

岡
山
海
経
』
海
内
西
経
に
、

一
見
矛
膚
す
る
こ
と
だ
が
、
「
東
胡
」
は

東
胡
在
大
沢
東
。
夷
人
在
東
胡
東
。
額
国
在
三
水
東
北
。
地
近
子
燕
、

滅
之
。
孟
鳥
在
額
国
東
北
、
其
鳥
文
赤
・
黄
・
青
、
東
郷
。

と
見
え
る
。
『
山
海
経
』
は
前
三
世
紀
の
初
頭
か
ら
中
葉
ま
で
に
基
本
的
に

成
立
し
、
前
二
三
九
年
に
成
書
し
た
『
呂
氏
春
秋
』
に
す
で
に
引
用
さ
れ
て

い
る
。
『
山
海
経
繍
海
外
海
内
経
は
、
そ
の
本
来
の
形
式
は
海
外
海
内
上
図

で
あ
り
、
画
像
の
説
明
が
文
章
化
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
現
行
本
が
作
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
節
に
つ
い
て
は
、
東
胡
・
夷
人
・
曲
線
・

孟
鳥
の
四
画
像
が
海
内
図
の
東
北
隅
に
置
か
れ
、
図
の
作
者
の
意
図
で
は
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

内
東
経
図
に
属
し
た
が
、
文
章
化
の
段
階
で
海
内
北
経
に
数
え
ら
れ
、
つ
い

で
海
内
西
経
に
錯
簡
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
海
外
海
内
経
に
は
、
そ
の
ほ
か

海
内
東
経
に
「
魚
偏
白
玉
山
」
が
見
え
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
海

内
南
経
に
「
飼
奴
〕
が
見
え
、
そ
の
郭
冠
注
に
＝
日
車
貌
」
と
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
「
単
二
偏
は
基
本
的
に
は
前
漢
以
降
に
成
書
し
た
文
献
に
し
か
見

え
ず
、
従
っ
て
、
漢
・
劒
奴
の
交
渉
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
知
ら
れ
た
称
謂
で

　
　
　
　
　
　
　
⑤

あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
事
実
は
、
海
内
南
経
が
本
来
「
猴
抗
」
に
作
っ
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考（吉本）胡東

て
い
た
も
の
が
、
郭
瑛
以
前
に
「
鋼
奴
」
に
改
変
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

要
す
る
に
海
外
海
内
経
に
お
い
て
、
そ
れ
以
外
の
先
秦
文
献
に
～
般
に
見
え

な
い
異
族
の
称
謂
は
、
前
漢
以
降
の
改
変
の
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
。

隅
山
海
経
』
の
記
述
は
、
「
東
胡
」
の
称
謂
が
戦
国
以
前
に
存
在
し
た
こ
と

の
積
極
的
な
根
拠
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
な
お
、
戦
國
後
期
の
成
書
と
目
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
曜
逸
禁
書
』
王
会
や

王
会
に
附
さ
れ
た
伊
歩
朝
献
に
も

　
北
方
台
正
東
、
高
鯖
鮨
羊
、
瞭
前
罪
、
羊
而
四
角
。
独
鹿
耶
耶
、
耶

耶
善
走
者
也
。
孤
竹
距
虚
。
不
面
々
玄
猿
。
不
耳
痛
青
熊
。
二
胡
黄
罷
…
。

山
戎
戎
萩
。
其
西
般
吾
自
虎
黒
文
。
屠
酒
瓶
豹
。
心
遣
寒
雷
。
春
夏
姦

白
々
、
藏
白
牛
、
野
獣
也
、
牛
形
而
継
歯
。
犬
戎
二
軸
、
調
馬
赤
嬢
骨

身
、
目
若
黄
金
、
名
吉
黄
之
乗
。
数
滋
雨
隼
、
言
意
者
、
牛
之
小
者
也
。

旬
奴
隷
犬
、
狡
忍
者
、
遍
身
、
四
足
果
。
皆
北
謝
。
（
田
面
）

　
正
北
空
室
・
大
倉
・
渉
車
・
姑
他
・
旦
略
・
掛
仏
・
代
覆
・
旬
奴
・

楼
煩
・
月
氏
・
繊
梨
・
其
龍
・
東
胡
、
請
令
以
灘
駝
・
白
玉
・
野
馬
・

鵬
験
・
駅
駐
・
良
弓
為
重
。
（
伊
弄
朝
献
）

と
、
「
東
胡
」
が
見
え
る
が
、
同
時
に
「
旬
奴
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
こ
れ

ら
は
そ
の
成
書
自
体
が
蔚
漢
に
降
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
い
で
検
討
す
べ
き
は
、
『
戦
国
策
聴
趙
策
二
／
武
霊
王
平
昼
間
居

今
吾
国
東
有
河
・
薄
洛
墨
水
、
与
斉
・
中
山
同
之
、
而
無
難
織
濫
用
。

自
常
山
以
至
代
・
上
欄
、
東
有
燕
・
東
男
之
境
、
西
有
三
韓
・
秦
・
韓

之
辺
、
而
無
騎
射
之
備
。
故
寡
人
馬
聚
舟
織
商
用
、
求
水
居
之
民
、
以

二
河
・
薄
舞
魚
水
。
変
服
騎
射
、
以
備
墓
参
胡
・
楼
煩
・
秦
・
韓
之
辺
。

で
あ
る
。
唖
史
記
聴
趙
世
家
／
武
霊
王
十
九
年
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
「
胡

服
騎
射
」
に
関
わ
る
有
名
な
一
節
だ
が
、
藤
壷
騎
射
の
記
述
は
、
実
は
噸
商

量
書
』
更
法
を
換
骨
奪
胎
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
槍
法
に
は
前
漢
以
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
し
か
見
え
な
い
表
現
が
頻
曝
す
る
。
要
す
る
に
こ
の
～
章
は
、
隅
史
記
』

以
前
に
門
東
胡
」
の
称
謂
が
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
は
証
す
る
も
の
の
、
や

は
り
先
食
に
遡
り
う
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
「
東
胡
」
の
用
例
は
、
あ
と
は
『
史
記
㎏
、
と
り
わ
け
髭
奴
列
伝
の
そ
れ

に
ほ
ぼ
尽
き
る
。
以
下
、
個
別
に
検
討
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
、

故
自
朧
以
西
有
縣
諸
・
縄
戎
・
狸
鯨
之
戎
。
岐
・
梁
山
・
浬
・
漆
之
北

有
義
渠
・
大
蕩
・
鳥
氏
・
胸
彷
之
戎
。
而
晋
北
有
林
胡
・
楼
煩
之
戎
。

燕
北
有
東
胡
・
山
戎
。
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の
一
節
は
、
秦
穆
公
（
前
六
五
九
～
前
⊥
公
コ
）
　
・
晋
悼
公
（
前
駆
七
二
～

隷
属
五
八
）
の
事
績
の
間
に
置
か
れ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
北

上
は
、
年
代
記
的
記
述
に
お
い
て
は
戦
国
以
降
に
し
か
見
え
な
い
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
実
際
に
は
春
秋
・
戦
国
を
通
観
し
た
記
述
で
あ
る
。
飼
奴

列
伝
は
決
し
て
厳
密
な
編
年
的
構
成
を
採
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ

⑧る
。
こ
の
一
節
を
根
拠
に
春
秋
期
の
燕
北
に
東
胡
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
つ
い
で
、

秦
仁
王
時
、
義
渠
戎
王
与
宣
太
后
乱
、
有
二
子
。
宣
太
盾
詐
而
氷
上
渠

戎
一
息
甘
泉
、
遂
起
兵
伐
残
聴
渠
。
於
是
秦
有
朧
酉
・
北
下
・
上
郡
、

築
長
城
以
拒
胡
。
而
趙
武
霊
王
亦
変
俗
胡
服
、
習
騎
射
、
北
破
算
胡
・

楼
煩
。
築
長
城
、
自
代
並
陰
山
下
、
至
高
閥
為
塞
。
而
置
雲
中
・
鵬

門
・
代
郡
。
其
後
無
道
賢
将
秦
開
、
為
質
於
胡
、
胡
甚
信
之
。
帰
而
襲

順
走
東
出
、
東
胡
藁
囲
餓
里
。
与
荊
朝
刺
秦
王
秦
舞
陽
者
、
開
之
孫
也
。

燕
亦
築
長
城
、
自
造
陽
至
嚢
平
。
置
上
谷
・
漁
陽
・
右
北
平
・
遼
西
・

遼
東
郡
以
拒
胡
。
当
是
之
時
、
冠
帯
戦
国
七
、
而
三
国
辺
於
旬
奴
。

で
は
、
「
東
胡
」
の
ほ
か
に
「
胡
」
到
「
旬
奴
」
が
見
え
る
。
秦
・
趙
・
燕
が

既
存
の
北
族
を
制
圧
し
た
上
で
、
長
城
を
構
築
し
て
辺
郡
を
設
置
し
、
胡
翻

劒
奴
と
対
峙
し
た
と
す
る
記
述
は
、
一
般
に
は
旬
奴
の
出
現
を
説
明
す
る
際

の
無
意
識
的
な
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
前
四
、
三
蝕
紀
の
交
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

り
に
長
城
構
築
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
や
、
そ
の
～
つ
の
動
機
と
し
て
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
す
で
に
前
五
世
紀
こ
ろ
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
ー
ー
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド

に
属
す
る
既
存
の
即
事
と
は
異
な
っ
た
、
北
ア
ジ
ア
ー
ー
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
に
属

す
る
遊
牧
民
の
南
下
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
事
実
は
、
こ
の
記
述
の
一
般
的
な
信
懸
姓
を
保
証
す
る
も
の
で
は

決
し
て
な
い
。
そ
も
そ
も
秦
・
趙
・
燕
三
国
に
対
峙
す
る
大
勢
力
と
し
て
の

旬
奴
は
、
秦
始
皇
の
事
績
の
あ
と
に
置
か
れ
た
「
東
胡
彊
而
月
氏
盛
」
と
い

う
下
文
の
記
述
に
た
ち
ま
ち
矛
盾
す
る
。
鋤
奴
が
長
城
地
帯
全
域
に
対
峙
す

る
大
勢
力
と
な
っ
た
の
は
、
冒
頓
の
北
族
統
一
後
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
の

記
述
は
、諸

左
方
王
将
居
東
方
、
直
上
谷
以
往
者
、
東
灘
繊
船
・
朝
鮮
。
右
方
王

将
居
西
方
、
直
上
郡
以
西
、
接
月
民
・
氏
・
売
。
而
単
子
之
庭
直
代
・

雲
中
。

に
見
え
る
よ
う
な
冒
頓
統
一
以
後
の
旬
奴
の
あ
り
か
た
が
投
影
さ
れ
た
も
の

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
さ
ら
に
、
記
述
の
各
部
分
も
、
年
代
記
的
記
述
と
は
少
な
か
ら
ず
矛
盾
し

て
い
る
。
秦
に
つ
い
て
は
、
耳
管
征
服
の
結
果
、
黒
酒
・
北
地
・
上
郡
が
設
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置
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
一
一
七
一
年
の
義
渠
滅
亡
に

対
し
、
前
議
七
九
・
前
二
七
一
年
に
設
置
さ
れ
た
瀧
西
郡
・
北
地
謡
は
義
渠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
故
地
と
匿
さ
れ
て
い
る
が
、
上
郡
設
置
は
前
三
〇
四
年
で
あ
る
。
趙
に
つ

き
、
「
北
破
林
胡
・
楼
煩
」
と
あ
る
が
、
趙
世
家
の
年
代
記
的
記
述
で
は
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
ろ
林
胡
・
楼
煩
と
の
友
好
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
個
々
の
事

件
は
、
北
族
撃
退
↓
長
城
構
築
↓
辺
郡
設
置
と
い
う
因
果
関
係
の
枠
組
み
に

二
次
的
に
挿
入
さ
れ
、
そ
の
図
式
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
変
を
被
っ
て
い
る

と
い
っ
て
よ
い
。

　
と
り
わ
け
こ
こ
の
燕
の
記
述
は
戦
国
期
の
東
胡
に
つ
い
て
の
最
も
具
体
的

な
材
料
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
～
般
的
で
あ
り
、
す
で
に
前
漢
後
期
の

『
塩
鉄
訟
麗
伐
功
「
燕
襲
走
東
胡
、
辞
地
千
里
、
度
遼
東
而
攻
朝
鮮
扁
は
こ

の
一
節
を
引
用
し
つ
つ
、
さ
ら
に
朝
鮮
攻
撃
を
も
附
加
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
秦
開
の
説
話
で
は
、
「
為
質
於
胡
、
胡
甚
儒
之
」
の
「
胡
」
が
、

「
門
燈
襲
破
走
東
面
、
東
旗
門
千
除
里
」
に
お
い
で
は
じ
め
て
「
東
胡
」
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
秦
開
の
名
は
こ
こ
に
し
か
見
え
な
い
。
荊
靭
と
と
も
に
刺
客
列

伝
に
見
え
る
鶴
舞
陽
の
祖
父
と
わ
ざ
わ
ざ
注
記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
荊
朝

に
関
わ
る
記
述
を
隅
史
記
』
が
編
纂
す
る
際
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と

し
て
獲
得
さ
れ
た
材
料
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
記
述
は
前
漢
に
成
立

し
た
も
の
と
な
ろ
う
。
同
じ
く
荊
朝
に
関
わ
る
刺
客
列
伝
「
願
太
子
疾
再
三

将
軍
入
旬
奴
以
滅
口
、
…
…
太
子
日
、
…
…
置
之
飼
奴
、
是
固
誤
算
卒
之
時

也
」
に
「
飼
奴
」
が
見
え
る
こ
と
も
、
前
漢
以
降
の
記
述
で
あ
る
こ
と
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

持
す
る
。
「
胡
扁
の
燕
侵
攻
は
、
同
じ
く
前
漢
の
成
立
に
係
る
『
戦
国
策
』

斉
策
五
／
蘇
秦
説
斉
閾
王
章
に
も
、

昔
者
斉
燕
戦
墨
黒
之
曲
、
燕
不
勝
、
十
万
織
豊
尽
、
胡
人
襲
燕
楼
煩
数

縣
、
取
其
牛
馬
。
夫
胡
之
与
斉
非
素
親
也
、
而
用
兵
又
非
約
質
而
謀
燕

也
。

と
見
え
る
。
同
じ
事
件
は
『
轡
型
撫
田
道

燕
昭
王
問
於
郭
離
日
、
義
人
地
狭
民
寡
。
斉
入
削
取
八
城
、
前
葉
駆
馳

楼
煩
之
下
。
以
孤
館
不
肖
、
得
承
宗
廟
、
恐
危
社
穫
。
存
之
有
道
乎
。

郭
隣
田
、
有
。
然
君
王
之
不
能
用
也
。
昭
王
避
席
、
願
濡
燕
之
。
郭
陳

日
、
帝
者
之
臣
、
…
…

に
見
え
る
が
、
「
賦
し
を
「
旬
奴
」
に
作
る
こ
と
は
、
前
漢
時
代
の
普
通
の

認
識
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
上
述
の
如
く
、
冒
頓
の
氏
族
統
一
以
後
、
上

谷
以
東
の
燕
地
は
旬
奴
左
方
に
対
顎
し
、
旬
奴
の
侵
入
を
し
ば
し
ば
被
っ
て

い
た
。
秦
開
説
話
は
本
来
、
葡
漢
初
年
の
状
況
を
反
映
し
て
、
患
畜
時
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「
胡
」
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
面
輔
列
伝
編
纂
の
段
階
に
至
っ
て
、

戦
国
期
、
冒
頓
以
前
の
「
東
胡
彊
而
月
氏
盛
扁
と
い
う
状
況
が
想
起
さ
れ
、

「
胡
」
が
「
東
胡
」
に
改
変
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
の
問
題
と
し
て
、

戦
国
後
期
に
燕
が
長
城
を
築
い
て
対
峙
し
た
遊
牧
民
に
、
東
中
（
厳
密
に
い

え
ば
漢
代
に
「
東
胡
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
勢
力
。
煩
雑
な
の
で
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

注
記
し
な
い
）
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
飼
奴
列
伝
の

改
変
は
結
果
的
に
は
金
く
の
錯
誤
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

事
実
は
決
し
て
秦
開
説
話
そ
れ
自
体
の
史
実
姓
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
一
節
の
北
族
撃
退
↓
長
城
構
築
↓
辺
郡
設
置
と
い
う
記
述

の
あ
り
か
た
が
、
実
際
の
因
果
関
係
を
保
証
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
上

述
の
如
く
で
あ
る
。
詰
開
の
北
族
撃
退
と
上
谷
以
東
の
燕
岳
五
郡
の
設
置
に

は
そ
も
そ
も
一
意
的
な
因
果
関
係
を
確
麗
し
が
た
い
。
次
章
に
後
述
す
る
よ

う
に
、
こ
の
記
述
の
み
を
根
拠
に
、
東
面
を
燕
北
五
郡
の
先
住
民
と
し
、
こ

の
地
の
考
古
学
的
文
化
を
東
胡
の
そ
れ
と
主
張
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
困
難

な
の
で
あ
る
。

　
飼
奴
列
伝
で
は
、
こ
の
記
述
の
あ
と
に
、
「
其
後
趙
将
李
牧
時
、
飼
奴
不

敢
入
趙
辺
」
と
、
李
牧
の
事
績
を
置
く
。
こ
れ
は
廉
頗
藺
相
如
列
伝

李
牧
者
、
重
婚
北
辺
良
将
也
。
常
居
喰
毬
藻
、
備
飼
奴
。
以
便
宜
置
吏
、

市
租
皆
輸
入
莫
府
、
為
士
卒
費
。
日
撃
数
血
膿
士
、
習
射
騎
、
謹
言
火
、

多
間
諜
、
厚
遇
戦
士
。
為
約
日
、
倒
奴
即
入
籍
、
急
入
牧
保
、
有
敢
捕

虜
者
斬
。
劒
奴
毎
入
、
峰
火
窪
、
転
入
牧
保
、
不
血
戦
。
如
是
数
歳
、

亦
不
亡
失
。
然
働
奴
以
命
毛
為
怯
、
難
趙
辺
兵
亦
以
為
吾
将
怯
。
趙
王

譲
李
牧
、
李
牧
師
故
。
趙
王
怒
、
召
之
、
使
他
入
代
将
。
歳
鹸
、
湯
奴

毎
來
、
出
戦
。
出
戦
、
数
不
利
、
失
亡
多
、
辺
不
得
田
畜
。
復
請
李
牧
。

瀟
瀟
門
不
出
、
固
五
重
。
趙
王
乃
復
鷺
烏
使
将
兵
。
牧
日
、
王
必
用
臣
、

臣
如
前
、
乃
敢
奉
令
。
此
許
之
。
李
牧
至
、
如
盆
画
。
幻
奴
数
歳
無
所

得
。
終
以
為
怯
、
辺
士
爵
得
賞
賜
而
不
用
、
皆
願
一
戦
。
於
是
乃
繋
累

車
得
千
三
百
乗
、
選
騎
得
万
三
千
匹
、
百
金
之
士
五
万
入
、
毅
考
十
万

人
、
悉
勒
習
戦
。
大
魚
畜
牧
、
人
民
満
野
。
旬
奴
小
入
、
藍
島
不
勝
、

以
数
千
人
乗
之
。
雷
干
聞
之
、
大
講
衆
来
命
。
李
牧
多
虚
血
陳
、
張
左

右
痛
撃
之
、
大
破
殺
旬
奴
十
餓
万
騎
。
滅
櫨
橿
、
破
東
胡
、
降
林
胡
、

単
予
奔
走
。
其
後
十
業
種
、
旬
奴
不
付
近
趙
辺
城
。

を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

如
露
之
礪
唐
列
伝

門
滅
裾
櫨
、
破
東
胡
、
降
林
胡
」
の
三
句
が
、

臣
大
父
言
、
李
牧
為
趙
将
居
辺
、
軍
市
之
租
皆
自
用
饗
士
、
賞
賜
決
於

外
、
不
従
中
歯
也
。
委
任
而
貴
成
功
、
故
李
牧
乃
得
尽
其
智
能
、
三
選

車
千
三
百
乗
、
毅
騎
士
三
千
、
百
金
之
常
総
万
、
是
以
北
逐
単
子
、
破
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東
胡
、
滅
澹
林
、
西
抑
彊
秦
、
南
支
韓
・
魏
。
当
是
勲
賞
、
趙
幾
霧
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

な
い
し
そ
の
原
資
料
か
ら
二
次
的
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
部
分
に
ほ
ぼ
対
応
し
、
そ
の
原
資
料
と
目
さ
れ
る
『
戦
国
策
』
重
文
に
こ

の
九
字
が
見
え
ず
、
ま
た
そ
の
上
下
の
「
大
破
殺
旬
愛
国
鈴
万
騎
」
門
単
子

奔
走
」
が
明
ら
か
に
連
続
す
る
こ
と
か
ら
確
実
で
あ
る
。
礪
唐
の
発
言
な
の

で
、
こ
れ
も
漢
代
に
降
る
こ
と
に
な
る
が
、
戦
国
後
期
の
趙
の
北
方
に
、
漢

代
に
旬
奴
・
東
鶉
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
遊
牧
民
が
南
下
し
て
い
た
こ
と

は
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
廉
頗
藺
相
如
列
伝
で
は
、
こ
の
記
述
の
あ
と
に
「
趙
悼
嚢
王
光
年
」
（
前

二
四
四
）
の
紀
年
を
置
く
の
で
、
李
牧
の
北
族
撃
退
を
孝
成
王
（
前
二
六
五

～
前
二
四
五
）
あ
た
り
に
繋
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
『
史
記
隔
趙
徴
家

で
は
さ
ら
に
遡
っ
て
、
国
文
王
二
十
六
年
（
前
　
毛
三
）
に
「
麗
筆
胡
欧
代

地
扁
の
一
節
を
繋
げ
る
。
趙
世
家
の
敬
侯
以
降
の
部
分
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
年

次
に
お
い
て
、
「
記
言
」
を
交
え
な
い
「
記
事
扁
を
も
ち
、
六
国
年
表
に
比

べ
て
内
容
が
は
る
か
に
豊
富
で
あ
る
。
加
え
て
、
六
国
年
表
と
の
紀
年
や

「
記
事
漏
の
矛
盾
が
頻
見
し
、
趙
世
家
編
纂
に
当
た
っ
て
、
六
国
年
表
と
は

独
立
し
た
趙
年
代
記
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
年
代

記
は
、
『
竹
書
紀
年
』
魏
紀
九
七
の
魏
庸
王
後
乗
十
年
（
前
議
二
五
）
の
韓

挙
敗
戦
を
、
趙
世
家
が
霜
侯
二
十
三
年
（
前
三
一
一
七
）
に
誤
っ
て
繋
げ
る
こ

と
に
証
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
国
趙
の
記
録
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
前
漢
の
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

纂
物
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
に
し
て
も
「
東
胡
」
は
前
漢

の
改
変
を
被
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
欧
代
地
し
に
つ
き
、
噸
史
記
索
隠
島

は
「
東
胡
叛
趙
、
駆
略
代
地
人
衆
以
叛
、
故
取
之
也
」
と
解
す
る
が
、
文
法

に
合
わ
な
い
。
こ
れ
を
下
掲
の
「
願
脱
」
に
比
定
す
る
生
写
～
九
九
二
b
の

説
は
魅
力
的
だ
が
な
お
不
確
か
で
あ
る
。
と
ま
れ
、
東
漸
に
つ
い
て
確
実
な

年
代
の
わ
か
る
記
述
で
は
あ
る
。

　
旬
奴
列
伝
は
さ
ら
に
秦
無
意
の
事
績
の
あ
と
に
「
東
胡
彊
而
月
氏
盛
」
の

…
節
を
置
き
、
留
頓
の
北
族
統
｝
の
と
こ
ろ
に
、

冒
頓
王
立
、
是
時
東
聴
罪
盛
、
聞
冒
頓
殺
父
自
立
、
乃
使
使
謂
冒
頓
、

欲
得
頭
同
時
有
千
壁
馬
。
冒
頓
問
群
臣
、
群
臣
聖
日
、
千
里
馬
、
旬
奴

車
馬
也
。
八
三
。
冒
頓
日
、
奈
何
与
人
隣
国
而
愛
一
馬
乎
。
遂
与
之
千

里
馬
。
居
頃
之
、
東
胡
以
桜
餅
頓
畏
之
、
乃
使
使
謂
冒
頓
、
欲
得
単
干

一
国
氏
。
冒
頓
復
問
左
右
、
左
右
皆
怒
日
、
東
亜
無
道
、
乃
求
開
氏
。

請
撃
之
。
留
頓
日
、
奈
何
門
人
隣
国
愛
一
女
子
業
。
遂
取
所
愛
開
氏
予

東
国
。
東
胡
王
事
益
驕
、
西
侵
、
与
飼
奴
間
、
中
有
棄
地
、
零
墨
、
千

齢
里
、
各
居
其
辺
為
甑
脱
。
東
誓
事
使
謂
冒
聖
日
、
旬
奴
所
与
我
界
甑

脱
外
玉
璽
、
窪
手
非
摸
本
也
、
著
欲
有
之
。
冒
頓
問
群
臣
、
群
臣
或
日
、

灘
浜
地
、
予
之
亦
可
、
勿
予
確
認
。
於
是
冒
頓
大
毎
日
、
地
者
、
国
之
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本
也
、
奈
何
予
之
、
童
言
予
之
者
、
皆
斬
之
。
冒
頓
上
馬
、
令
国
申
有

後
者
斬
、
遂
東
襲
撃
東
胡
。
東
紮
初
審
冒
頓
、
不
為
備
。
及
冒
頓
以
兵

部
、
撃
、
大
破
滅
東
孫
王
、
而
虜
其
民
人
及
畜
産
。

と
、
冒
頓
の
東
綴
討
滅
を
記
す
。
「
東
襲
撃
東
社
」
は
、
下
文
の
「
西
撃
走

月
氏
、
南
井
楼
黒
白
藁
河
南
王
」
お
よ
び
「
北
服
渾
庚
・
屈
射
・
丁
零
幽
閑

昆
・
薪
黎
之
国
」
と
と
も
に
冒
頓
の
北
族
統
一
を
東
西
南
北
の
順
に
整
理
し

た
記
述
の
｝
部
で
あ
る
。
門
渾
庚
・
屈
射
・
丁
零
・
扇
昆
・
薪
黎
」
が
明
ら

か
に
漢
語
で
は
な
く
、
従
っ
て
旬
警
語
の
音
訳
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ

る
よ
う
に
、
飼
奴
と
の
交
渉
の
過
程
で
漢
に
も
た
ら
さ
れ
た
伝
承
に
属
す
る
。

東
胡
平
定
の
説
話
に
お
い
て
も
旬
奴
語
門
甑
脱
」
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て

い
る
。
旬
奴
列
伝
の
下
文
に
は
、
文
帝
三
年
（
前
一
七
七
）
の
右
賢
王
の
侵

攻
を
記
し
た
次
に
、
「
其
明
年
」
す
な
わ
ち
文
帝
四
年
（
前
一
七
六
）
の
こ

と
と
し
て
、

今
以
小
吏
之
敗
約
故
、
罰
右
賢
王
、
使
之
酋
三
月
直
撃
之
。
以
天
暦
福
、

吏
卒
良
、
馬
彊
力
、
以
夷
滅
月
氏
、
尽
斬
殺
降
下
之
。
定
昇
蘭
・
鳥

孫
・
呼
掲
及
其
勢
二
十
六
国
、
皆
以
三
旬
奴
。
諸
桑
弓
頻
回
、
井
為
一

家
、
北
州
已
定
。

と
い
う
冒
頓
の
叢
書
を
載
せ
、
つ
い
で
「
後
講
談
、
冒
頓
死
」
と
あ
る
。
北

族
統
一
の
完
成
が
実
際
に
は
冒
頭
の
死
の
直
前
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
こ

の
事
実
は
、
東
胡
討
滅
と
そ
れ
に
続
く
北
族
統
一
を
方
位
順
に
整
理
し
た
記

述
が
、
冒
頓
の
死
後
に
そ
の
事
績
を
顕
彰
す
べ
く
飼
奴
人
に
よ
っ
て
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
こ
こ
の
東

胡
に
関
す
る
記
述
は
他
と
は
一
線
を
画
し
、
東
胡
史
研
究
の
起
点
と
す
べ
き

も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

①
そ
の
ほ
か
、
二
三
・
亀
田
宜
九
九
五
が
あ
る
。

②
吉
本
二
〇
〇
二
b
・
一
　
○
〇
六
・
二
〇
〇
八
。
「
胡
酪
」
は
戦
国
後
期
に
お
け

　
る
旬
奴
の
称
謂
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

③
吉
本
二
〇
〇
七
。

④
『
逸
周
回
隔
王
会
お
よ
び
そ
れ
に
附
載
さ
れ
た
伊
歩
朝
影
は
『
山
海
経
』
な
ど

　
を
素
材
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
東
甥
」
が
二
会
で
「
北
方
台
正

　
東
」
、
伊
ヂ
朝
口
で
「
正
北
偏
と
、
北
方
に
遣
か
れ
て
い
る
の
は
噸
山
海
経
』
海

　
内
北
経
に
属
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

⑤
吉
本
二
〇
〇
二
b
。

⑥
小
川
琢
治
一
九
二
九
。

⑦
吉
本
二
〇
〇
八
。

⑧
吉
本
二
〇
〇
六
。

⑨
秦
・
趙
・
燕
の
い
わ
ゆ
る
「
北
長
城
」
に
つ
い
て
は
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古

　
研
究
所
編
二
〇
〇
囲
一
二
七
一
～
二
七
四
を
見
よ
。
長
城
の
構
築
開
始
に
つ
い
て

　
は
『
史
記
抽
旬
奴
列
伝
の
記
述
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑩
楊
寛
｝
九
九
七
。
王
璽
δ
O
O
は
、
「
王
五
年
、
上
郡
疾
造
、
…
」
の
銘
を
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東　　胡　　考（吉本）

　
も
つ
父
を
秦
恵
文
王
後
元
五
年
（
前
三
二
〇
）
の
製
作
と
す
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、

　
上
郡
の
設
置
は
さ
ら
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。

⑪
　
血
口
本
二
〇
〇
謁
ハ
。

⑫
同
章
は
、
「
当
是
時
、
秦
王
垂
換
受
西
河
之
外
」
が
欄
新
書
盛
過
秦
上
門
遇
是

　
時
也
、
商
翼
佐
之
、
内
立
法
度
、
務
耕
織
、
脩
守
戦
之
具
、
外
連
衡
而
闘
諸
侯
、

　
於
是
秦
人
換
手
而
取
西
河
之
外
」
を
節
略
す
る
こ
と
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
質
誼

　
以
降
の
創
作
に
係
る
。

⑬
　
上
述
の
如
く
、
『
山
海
経
瞼
海
外
海
内
経
図
が
、
東
北
隅
の
最
西
端
と
は
い
え
、

　
海
内
東
経
に
「
東
胡
」
を
含
め
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
も
、
「
東
胡
扁
と
燕

　
の
近
さ
を
傍
証
す
る
。

⑭
張
釈
之
漏
唐
列
伝
の
原
資
料
は
お
そ
ら
く
、
「
破
二
胡
、
滅
循
鑑
」
の
よ
う
に

　
作
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
環
行
本
の
「
澹
林
」
は
門
裾
艦
縣
を
よ
り
簡
単
な
漢
字

　
で
写
し
た
も
の
、
「
林
胡
」
は
、
槻
漢
搬
畠
張
薦
蜜
語
伝
門
破
東
胡
、
滅
澹
林
扁
の

　
注
に
「
如
淳
日
、
胡
也
、
旬
奴
伝
日
、
晋
北
二
日
林
之
胡
、
櫻
煩
之
戎
也
」
の

　
「
澹
林
之
胡
」
を
略
称
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
二
二
相
如
列
伝
は
、
「
破
二
胡
、

　
四
這
艦
〕
を
挿
入
し
た
の
ち
、
「
林
胡
」
が
門
被
撒
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と

　
を
失
念
し
て
、
「
降
林
野
」
を
繍
え
、
攻
撃
の
強
度
の
順
に
、
「
滅
儂
猛
、
破
東
胡
、

　
降
林
胡
」
と
並
べ
替
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
吉
本
二
〇
〇
八
参
照
。

⑮
『
太
平
御
覧
隔
巻
二
百
九
十
四
／
兵
部
二
十
五
∠
不
弱
「
戦
国
策
日
、
趙
将
李

　
牧
、
常
居
代
・
雁
門
、
軍
馬
奴
、
以
便
宜
遣
吏
、
輸
租
輿
望
入
落
幕
府
、
為
士
卒

　
費
、
要
撃
野
牛
三
士
、
習
騎
射
、
謹
蜂
火
、
多
閾
諜
、
潭
遇
戦
士
、
為
約
日
、
旬

　
奴
即
入
盗
、
急
入
牧
保
、
有
敢
捕
虜
者
斬
、
旬
奴
毎
入
、
蜂
火
謹
、
趣
入
牧
保
、

　
不
敢
戦
、
如
是
数
歳
、
亦
不
亡
失
、
月
日
奴
謂
牧
為
怯
、
仁
王
譲
牧
、
牧
如
故
、

　
王
怒
、
隙
人
代
将
、
歳
齢
、
飼
鳥
毎
来
、
出
戦
、
数
不
利
。
復
遣
牧
、
牧
至
、
如

　
故
約
。
旬
奴
二
三
無
所
得
、
終
以
為
怯
。
辺
二
日
得
賞
賜
而
不
用
、
二
戸
一
戦
、

　
於
是
乃
具
口
車
、
得
干
三
百
乗
、
選
騎
得
万
三
千
匹
、
百
金
之
士
五
万
人
、
毅
弓

　
導
者
十
万
人
、
悉
勒
劇
戦
。
大
喜
畜
牧
、
人
衆
満
野
、
旬
奴
小
目
、
悸
北
不
勝
、

　
以
数
千
入
国
之
、
単
子
聞
之
、

　
大
破
之
、
数
…
働
奴
十
除
万
騎
、

⑯
吉
本
一
九
九
八
。

大
喜
、
率
衆
来
患
、
牧
舎
黒
蜜
陣
、
張
左
右
翼
撃
、

単
子
奔
走
、
十
型
歳
男
敢
近
辺
也
」
。

第
二
章
　
東
胡
を
め
ぐ
る
諸
問
題

（
一
）
　
考
古
学
的
諸
文
化

　
東
胡
の
考
古
学
的
遺
存
と
し
て
は
、
三
一
〇
～
前
四
世
紀
の
遼
西
に
あ
っ

た
十
二
台
営
子
文
化
を
こ
れ
に
当
て
る
説
が
つ
と
に
提
唱
さ
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
一
九
五
八
年
に
発
見
さ
れ
た
遼
寧
朝
陽
十
一
一
台
二
子
墓
地
に
つ
き
、
朱

貴
一
九
六
〇
は
こ
れ
を
好
転
の
遺
存
と
し
た
。
同
じ
く
一
九
五
八
年
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

内
蒙
古
自
治
区
寧
城
県
南
山
根
で
銅
器
群
が
発
見
さ
れ
、
上
農
友
一
九
六
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
こ
れ
を
戦
国
時
代
の
東
胡
の
遺
物
と
し
た
。
秋
山
進
午
一
九
六
八
～
六
九

は
、
今
日
で
は
夏
家
店
上
層
文
化
と
し
て
十
二
台
営
子
文
化
と
は
区
別
さ
れ

る
南
山
根
な
ど
の
遺
跡
を
異
質
と
し
て
除
い
た
上
で
、
十
二
台
二
子
な
ど
遼

寧
の
遺
跡
を
東
胡
の
も
の
と
し
た
。
十
二
台
営
子
文
化
を
東
胡
に
帰
す
る
説

は
、
と
り
わ
け
日
本
で
は
今
日
で
も
こ
れ
を
支
持
す
る
研
究
者
が
少
な
く
な

笹
し
か
し
な
が
ら
・
実
の
と
こ
ろ
・
そ
の
根
拠
は
・
重
の
旬
奴
列
伝
の

記
述
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
依
拠
し
が
た
い
こ
と
は
上
述
の
円
く
で
あ
る
。

　
な
お
、
中
国
に
お
い
て
は
、
十
二
台
営
子
文
化
を
町
家
店
上
層
文
化
の
｝
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類
型
と
み
な
す
見
解
が
継
続
し
た
た
め
、
劉
難
民
・
蛍
光
翼
一
九
八
　
・
斬

楓
毅
～
九
八
七
な
ど
夏
家
勢
上
層
文
化
を
東
胡
に
帰
す
る
見
解
が
提
示
さ
れ

④た
。
十
二
台
営
子
文
化
の
平
家
店
上
層
文
化
と
の
異
質
性
は
、
朱
永
剛
～
九

八
七
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、
狸
徳
芳
一
九
九
四
・
朱
永
剛
一
九
九
七
・
劉
国

祥
二
〇
〇
〇
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。
十
二
台
悪
子
文
化
を
除
い
た
夏
家
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

上
層
文
化
の
年
代
は
、
前
＝
～
前
七
世
紀
に
当
た
る
が
、
上
述
の
如
く
文

献
的
に
東
胡
の
出
現
が
確
言
で
き
る
の
は
前
三
世
紀
に
降
り
、
年
代
的
に
適

合
し
な
い
。

　
さ
ら
に
、
近
年
著
し
く
進
展
し
て
い
る
形
質
人
類
学
的
研
究
に
よ
れ
ば
、

春
秋
期
以
前
の
中
国
北
彊
の
考
古
学
的
諸
文
化
の
担
い
手
が
基
本
的
に
東
ア

ジ
ア
ー
ー
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
に
属
す
る
の
に
対
し
、
文
霊
的
に
東
胡
の
後
軍
と
さ

れ
る
鮮
卑
さ
ら
に
契
丹
は
北
ア
ジ
ア
錫
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
に
属
す
る
が
、
中
国

北
腸
に
お
け
る
北
ア
ジ
ア
薩
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
の
最
古
の
事
例
は
、
楊
郎
文
化

に
属
す
る
寧
豊
漁
原
彰
二
子
家
荘
墓
地
、
毛
慶
溝
文
化
に
属
す
る
内
蒙
古
陣

　
　
　
　
　
　
　
⑥

縣
霧
子
墓
地
で
あ
り
、
春
秋
後
期
～
戦
国
前
期
す
な
わ
ち
前
五
～
前
四
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
当
た
る
と
さ
れ
る
。
北
ア
ジ
ア
ー
ー
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
に
属
す
る
東
結
は
、
前

＝
・
前
一
〇
世
紀
ま
で
遡
る
夏
家
店
上
層
文
化
・
十
二
台
落
子
文
化
を
決

し
て
担
い
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
東
胡
に
つ
い
て
、
文
献
か
ら
獲
得
さ
れ
る
最
も
確
実
な
情
報

は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
前
三
世
紀
宋
に
雪
平
の
東
方
に
あ
っ
て
強
盛
を
誇
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
現
時
点
で
確
認
さ
れ
る
旬
奴
文
化
の
最
古
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
、
ザ
バ
イ
カ
ル
西
部
の
セ
レ
ン
が
川
流
域
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
目

さ
れ
る
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
東
部
か
ら
南
部
、
ザ
バ
イ
カ
ル
東
部
、
さ
ら
に
中

国
領
内
の
呼
倫
貝
爾
高
原
の
広
範
囲
を
主
要
な
分
布
域
と
し
、
旬
奴
文
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

先
行
し
て
繁
栄
し
た
板
石
墓
文
化
で
あ
る
。
そ
の
位
置
・
年
代
か
ら
い
っ
て
、

劒
奴
列
伝
の
上
記
の
記
述
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
。
鮮
卑
に
属
す
る
こ
と

が
確
言
さ
れ
る
最
古
の
文
化
で
あ
る
札
費
諾
爾
文
化
が
呼
倫
貝
爾
高
原
に
分

布
す
る
こ
と
も
、
鮮
卑
を
東
胡
の
後
簡
と
す
る
文
献
の
記
述
に
や
は
り
適
合

　
　
　
⑩

的
で
あ
る
。
考
古
学
的
資
料
は
な
お
不
十
分
で
、
そ
の
認
識
も
不
確
定
な
部

分
を
多
く
含
む
が
、
現
時
点
で
は
、
板
石
墓
文
化
こ
そ
が
、
東
胡
の
遺
跡
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
て
最
も
有
力
な
候
補
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
2
）
　
三

三

　
「
東
胡
」
の
称
謂
が
文
献
的
に
誌
代
に
降
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
そ
れ

は
旬
奴
語
か
ら
漢
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
漢
代
の
文
献
か
ら
、
戦
国
後

期
の
趙
に
東
胡
が
侵
入
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
戦
国
後

期
の
東
胡
は
本
来
何
と
称
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
の
手
掛

か
り
と
な
る
の
が
、
『
管
子
臨
小
匡

義
戦
乎
受
話
東
救
徐
州
、
分
営
半
、
存
魯
察
陵
、
割
客
地
、
南
野
宿
鄭
、
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征
伐
楚
。
済
墨
水
、
書
方
地
、
望
泣
面
、
使
報
国
子
周
室
、
成
周
反
昨

於
隆
嶽
、
朝
州
諸
侯
、
莫
不
盲
爆
。
中
救
晋
侯
、
官
製
王
、
敗
胡
路
、

破
屠
何
、
而
騎
鬼
始
服
。
北
伐
山
戎
、
制
山
千
、
斬
孤
竹
、
而
九
夷
始

聴
、
海
濱
諸
侯
、
莫
不
来
服
。
西
征
、
擾
白
狭
之
地
、
遂
至
子
西
河
。

方
舟
設
柑
、
乗
檸
済
河
、
至
子
石
沈
。

の
「
屠
何
」
に
対
す
る
サ
知
章
注
「
屠
何
、
東
漸
之
先
也
扁
で
あ
る
。
糊
管

子
㎏
小
半
は
、
「
東
」
「
南
」
「
申
」
五
趣
」
「
西
目
と
斉
桓
公
の
遠
征
を
順
番

に
述
べ
る
中
で
、
「
世
法
晋
侯
」
に
つ
い
て
、
「
狭
王
」
「
胡
絡
」
「
屠
何
」
を

門
騎
冠
」
と
し
て
並
べ
て
い
る
。
小
匡
は
『
国
語
』
斉
語
を
藍
本
と
す
る
が

傍
線
部
は
小
匡
に
お
い
て
加
筆
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
加
筆
部
分
で
あ
る

「
西
服
流
沙
西
虞
、
而
秦
戎
始
従
」
で
は
、
秦
を
「
秦
戎
」
と
蔑
称
し
て
い

る
。
こ
れ
は
斉
濤
王
（
前
三
〇
〇
～
前
一
λ
四
）
時
代
の
斉
秦
対
立
を
反
映

し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
小
藩
の
成
書
年
代
を
示
す
。
従
っ
て
、
「
中
救
晋

侯
」
の
～
節
は
、
前
三
世
紀
初
頭
の
趙
北
の
実
状
を
反
映
す
る
も
の
と
な
る
。

「
騎
冠
」
と
い
う
表
現
と
も
相
ま
っ
て
、
と
く
に
そ
れ
以
前
の
文
献
に
見
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

な
い
「
胡
絡
」
「
屠
何
」
は
南
下
し
た
遊
牧
民
を
指
す
も
の
と
な
ろ
う
。
同

様
の
状
況
は
、
『
墨
子
』
に
も
窺
わ
れ
る
。

北
為
医
原
汲
、
注
后
之
邸
・
園
池
罫
書
、
酒
男
底
柱
、
難
為
龍
門
、

以
利
燕
・
代
・
胡
路
与
西
河
之
民
。
（
『
墨
子
』
兼
愛
申
）

　
二
重
者
且
不
一
著
何
、
其
所
以
亡
於
燕
・
代
・
胡
額
之
間
者
、

攻
戦
也
。
（
『
墨
子
』
非
攻
中
）

亦
以

　
兼
愛
中
の
「
孤
」
「
盾
之
邸
」
「
澄
池
」
「
底
柱
」
「
龍
門
扁
の
全
て
は
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
山
西
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
「
燕
代
胡
絡
扁
を
含
む
「
北
扁
は
趙

地
を
指
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
専
攻
中
の
「
雑
著
何
」
は
、
「
屠

何
」
と
同
じ
も
の
と
さ
れ
る
。
兼
愛
中
・
非
攻
中
は
覗
墨
子
撫
国
論
に
お
い

　
　
　
　
　
　
⑭

て
古
い
層
に
属
し
、
『
管
子
』
小
匡
と
同
じ
く
葡
三
世
紀
初
頭
の
作
品
と
み

な
し
て
差
し
支
え
な
い
。
さ
て
、
こ
の
「
屠
何
」
は
、
降
っ
て
上
掲
の
『
逸

里
並
』
王
会
に
は
、

北
方
台
正
東
、
高
夷
廉
弟
、
簾
羊
者
、
華
而
四
角
。
独
尊
耶
耶
、
耶
耶

善
走
者
也
。
孤
竹
距
虚
。
違
令
支
路
獲
。
不
霊
侮
青
墨
。
東
胡
馬
罷
…
。

山
亭
豊
年
。

と
、
「
不
屠
何
」
が
、
孤
竹
・
令
支
・
山
嵐
そ
し
て
他
な
ら
ぬ
東
胡
と
並
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
孤
竹
・
令
支
・
山
戎
は
『
管
子
』
小
農
で
は
「
北
」
に
属

し
、
燕
北
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
『
漢
書
』
地
理
志
に
は
、
遼
西
郡
の
地
名

と
し
て
、
令
支
縣
お
よ
び
そ
れ
に
属
す
る
孤
竹
城
と
と
も
に
、
徒
河
縣
が
見
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⑮

え
る
。
「
徒
河
」
が
「
平
平
」
に
あ
た
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
「
屠
何
」
の
所
在
地
が
、
戦
国
後
期
初
頭
か
ら
前
漢
の
間
に
、

趙
北
か
ら
燕
北
に
東
遷
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、

　
遼
西
郡
徒
河
縣
に
つ
い
て
、
咽
魏
書
臨
は
、
慕
容
魔
伝
に
お
い
て
慕
容
塊

が
「
徒
何
之
青
山
」
に
信
徒
し
た
こ
と
を
載
せ
る
と
と
も
に
、
慕
容
部
・
段

部
な
ど
兎
耳
部
以
外
の
宮
城
・
を
「
徒
何
」
と
称
し
て
い
る
。
サ
知
章
が
門
屠

何
」
を
東
胡
の
前
身
と
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
は
東
胡
の
後
商
と
さ
れ
る
鮮

卑
の
一
部
が
「
徒
何
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
類
推
で
あ
っ
て
、
そ
れ

以
上
の
独
自
の
根
拠
を
も
っ
て
い
た
と
は
思
え
な
い
が
、
結
論
的
に
い
っ
て
、

こ
の
類
推
は
偶
中
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
ず
第
｝
に
は
、
趙
北
か
ら
燕
北
へ
の
移
動
で
あ
る
。
東
栄
が
趙
北
に
あ

っ
た
こ
と
は
、
上
掲
の
趙
世
家
恵
文
王
二
十
六
年
（
単
二
七
三
）
や
雪
乞
之

糞
焼
列
伝
の
李
牧
の
事
績
に
見
え
る
。
と
く
に
、
後
者
で
は
「
単
干
」
す
な

わ
ち
旬
奴
が
東
面
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
管
子
』
『
墨
子
』
の
「
胡
絡
」

「
屠
何
」
（
「
不
血
忌
」
）
が
飼
奴
・
東
胡
の
戦
国
後
期
初
頭
に
お
け
る
称
謂

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
趙
北
に
あ
っ
た
東
胡
が
漢
代
に
燕
北
に
移
動
し
た
こ

と
は
、
留
頓
の
東
胡
討
滅
後
、
そ
の
世
風
が
烏
桓
山
を
保
っ
て
鳥
桓
と
な
っ

た
と
い
う
『
後
漢
書
』
烏
桓
鮮
三
三
の
記
述
に
対
応
す
る
。
後
述
の
如
く
、

烏
桓
山
は
清
代
の
阿
噌
科
爾
沁
旗
に
比
定
さ
れ
、
燕
北
の
遼
西
郡
彊
外
に
正

に
位
置
す
る
。
徒
言
縣
の
名
称
は
、
置
縣
の
際
に
な
お
門
徒
河
」
を
自
称
す

る
集
団
が
あ
り
、
そ
れ
を
こ
の
地
に
聖
徒
さ
せ
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
は
な
い
が
、
む
し
ろ
『
逸
周
書
撫
王
会
の
よ
う
な
認
識
を
前
提
に
、
こ

こ
を
上
古
の
「
不
屠
何
扁
の
故
地
と
み
な
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
漢
代
の
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

名
に
は
い
ず
れ
も
類
例
が
あ
る
、

　
第
二
に
指
摘
す
べ
き
は
、
「
勢
至
」
と
「
東
胡
」
の
発
音
の
類
似
で
あ
る
。

同
様
の
議
論
と
し
て
は
、
つ
と
に
一
八
二
〇
年
に
諺
げ
Φ
7
菊
伽
白
蕊
簿
が
「
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

胡
」
を
日
§
σ
q
霧
の
音
訳
と
す
る
説
を
立
て
て
い
る
。
「
屠
何
漏
が
北
族
の

語
彙
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
音
言
訳
の
多
様
性
や
、
後
漢
時
代
の
南
勾
奴
単

三
門
屯
層
何
」
の
名
が
『
後
漢
書
』
南
飼
奴
列
伝
な
ど
に
見
え
る
こ
と
か
ら

了
解
さ
れ
る
。
》
げ
Φ
一
－
菊
Φ
ヨ
上
智
の
説
明
を
援
用
す
れ
ば
、
こ
れ
を
漢
訳
す

る
に
当
た
っ
て
、
旬
奴
薩
門
胡
」
と
の
方
位
関
係
を
明
示
す
る
便
宜
を
兼
ね

て
「
東
野
」
の
文
字
が
選
ば
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
東
胡
」
の
訳
語

は
速
や
か
に
定
着
し
、
戦
国
期
の
資
料
に
あ
っ
た
門
愚
説
」
の
一
部
は
「
東

灘
」
に
遣
出
さ
れ
た
。
上
掲
の
咽
山
海
経
騙
海
内
西
経
∴
史
記
』
趙
世
家

／
恵
文
王
二
十
六
年
・
張
釈
之
凋
唐
列
伝
な
ど
に
見
え
る
「
東
胡
」
は
そ
れ

に
当
た
る
。
『
逸
周
書
睡
王
会
が
「
不
屠
何
」
・
東
柳
を
並
列
す
る
の
は
、
新

旧
の
原
資
料
を
調
整
す
る
こ
と
な
く
用
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
東
　
　
胡
　
　
王

上
述
の
如
く
、
戦
国
期
の
東
灘
を
燕
に
関
連
づ
け
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
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『
史
記
』
旬
奴
列
伝
の
記
述
で
あ
り
、
そ
れ
を
除
け
ば
文
献
的
に
は
む
し
ろ

趙
と
の
関
係
を
示
す
材
料
し
か
見
あ
た
ら
な
い
。
現
実
の
問
題
と
し
て
戦
国

期
の
燕
北
五
郡
に
東
胡
が
侵
攻
し
た
可
能
性
は
十
分
認
め
ら
れ
る
が
、
む
し

ろ
注
目
す
べ
き
は
、
磯
漢
書
』
高
帝
紀
四
年
（
前
二
〇
三
）
「
北
絡
、
燕
人
来

致
桑
号
泣
漢
」
に
「
北
絡
」
と
し
て
見
え
る
「
騎
」
（
「
豹
」
）
で
あ
る
。

「
寒
し
（
門
激
し
）
は
、
戦
国
中
期
以
降
、
燕
の
東
北
彊
外
に
あ
っ
た
異
族
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

汎
称
で
、
他
な
ら
ぬ
十
一
一
台
電
子
文
化
の
担
い
手
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
戦
国
期
の
露
盤
五
金
へ
の
廟
議
侵
攻
と
い
う
『
史
記
』
の
認
識

を
成
り
立
た
し
め
た
契
機
は
何
か
。

　
こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
は
、
前
漢
前
期
の
燕
北
に
お
け
る
「
東
三
王
」
の
存

在
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
魍
史
記
論
著
信
盧
結
列
伝
に
は
、
燕
王
盧
縮
が
高

祖
十
二
年
（
前
一
九
五
）
に
飼
奴
に
亡
命
し
て
東
胡
山
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

帝
中
六
年
（
前
一
四
四
）
に
盧
結
の
孫
で
あ
る
他
念
が
漢
に
帰
参
し
、
亜
谷

侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
と
見
え
る
。
盧
縮
に
つ
き
、
韓
信
盧
縮
列
伝
に
は
、
「
縮

為
蛮
夷
所
侵
奪
、
常
思
復
帰
、
居
歳
除
、
死
胡
申
」
と
不
遇
の
う
ち
に
亡
命

後
歳
籐
で
卒
し
た
と
あ
る
が
、
旬
奴
列
伝
に
は
、
「
後
聞
異
本
縮
反
、
率
其

党
数
千
人
降
幻
奴
、
往
来
苦
上
谷
以
東
」
と
あ
る
。
「
上
谷
以
東
」
は
、
鋤

奴
列
伝
に
見
え
た
燕
の
辺
郡
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
前
漢
前
期
の
半
世
紀
に
わ

た
り
、
「
東
胡
王
」
が
甲
奴
左
辺
の
先
鋒
と
し
て
華
北
五
郡
を
威
嚇
し
続
け

て
い
た
の
で
あ
り
、
戦
国
以
前
に
燕
北
に
東
胡
が
あ
っ
た
と
す
る
旬
奴
列
伝

の
認
識
は
、
実
は
こ
の
事
実
を
過
去
に
投
影
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
わ
れ
る
、

　
「
東
胡
王
」
は
、
門
東
胡
」
そ
の
も
の
と
同
様
に
、
勧
奴
語
を
漢
訳
し
た

も
の
に
相
違
な
く
、
従
っ
て
、
「
東
胡
王
」
の
存
在
は
、
冒
頓
の
滅
ぼ
し
た

「
東
胡
」
の
軍
民
が
燕
北
に
あ
っ
た
こ
と
を
証
言
す
る
も
の
と
な
る
。
ま
た
、

「
東
胡
王
」
の
称
号
は
、
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
「
東
胡
」
が
な
お
そ
の
称

謂
に
値
す
る
程
度
に
民
族
集
団
と
し
て
の
実
態
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
も
示

し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
『
漢
書
』
李
広
蘇
建
伝
に
「
丁
霊
王
」
衛
律
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

見
え
る
一
方
で
、
丁
零
（
丁
霊
）
の
民
族
集
団
が
依
然
健
在
で
あ
っ
た
こ
と

に
傍
証
さ
れ
る
。
こ
の
間
の
「
東
亜
」
の
状
況
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、

欄
新
書
』
旬
奴
に
、
「
籍
聞
旬
奴
当
今
遂
廉
、
此
其
示
草
昧
利
之
時
也
。
而

隆
義
撃
発
胡
諸
国
、
又
頗
来
降
」
と
あ
る
。
『
史
記
』
旬
奴
列
伝
に
は
、
文

帝
六
年
（
前
一
七
四
）
の
記
述
の
の
ち
、
「
後
頃
之
、
冒
頓
死
。
子
中
巣
立
、

号
日
老
上
単
子
」
と
欝
頓
の
死
を
記
し
、
老
上
へ
の
公
主
の
降
嫁
と
申
行
説

の
逸
話
の
の
ち
、
文
帝
十
四
年
（
前
一
六
六
）
の
旬
喜
入
竃
を
記
す
。
ま
た
、

『
漢
書
』
文
帝
紀
に
は
、
十
～
年
（
前
一
六
九
）
に
「
旬
奴
尊
爵
道
」
と
見

え
る
。
旬
奴
の
「
嶽
」
と
は
、
お
そ
ら
く
は
前
一
七
四
～
甫
～
六
九
年
、
冒

頓
の
死
後
、
老
上
の
地
位
が
安
定
す
る
ま
で
の
間
、
衝
奴
の
外
征
が
鈍
化
し

た
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
ま
れ
、
こ
の
記
述
は
、
「
東
胡
鬼
」
の

支
配
下
に
あ
っ
た
民
族
集
団
が
、
漢
へ
の
来
降
を
決
定
す
る
程
度
の
自
律
性
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を
有
し
た
下
位
集
団
を
擁
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
4
）
鳥
　
　
　
桓

　
『
史
記
集
解
臨
韓
信
盧
縮
列
伝
に
「
如
聖
日
、
為
東
胡
王
来
降
也
。
漢
紀

州
胡
、
鳥
丸
也
」
と
あ
る
。
「
漢
紀
」
は
筍
悦
『
皇
紀
臨
を
指
す
が
、
こ
の

一
節
は
現
行
本
『
漢
紀
』
に
は
見
え
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
『
漢
書
注
』
韓

彰
英
盧
奥
伝
で
は
「
如
淳
礒
、
為
東
横
王
而
来
降
也
。
東
胡
、
鳥
丸
也
」
と
、

「
漢
紀
偏
が
外
さ
れ
て
い
る
。

　
鳥
丸
（
鳥
桓
）
に
関
す
る
最
古
の
記
述
は
、
『
史
記
匝
貨
殖
列
伝
の
、

夫
燕
客
寓
・
隅
之
問
｝
都
会
也
。
南
通
斉
・
趙
、
東
北
辺
川
。
上
谷
至

遼
東
、
地
鉾
遠
、
人
民
希
、
数
被
冠
、
大
与
趙
・
代
俗
相
類
、
而
民
離

籍
端
番
、
有
魚
塩
纂
栗
之
饒
。
北
颪
烏
桓
・
夫
絵
、
東
留
学
絡
・
朝

鮮
・
真
番
之
利
。

で
あ
り
、
『
史
記
撫
の
一
応
の
成
書
年
代
で
あ
る
太
初
元
年
（
前
一
〇
四
）

時
点
の
状
況
と
し
て
扱
い
う
る
。
つ
い
で
欄
漢
学
』
で
は
、
地
理
志
に
こ
の

貨
殖
列
伝
を
引
用
し
た
記
述
を
別
に
す
れ
ば
、
満
州
伝

漢
復
蝋
型
奴
等
者
、
書
鳥
桓
嘗
発
先
借
鰻
塚
、
旬
奴
怨
之
、
方
発
二
万

騎
撃
烏
桓
。
大
将
軍
震
光
欲
発
意
（
要
）
〔
遜
〕
撃
之
、
以
問
護
軍
都

尉
趙
充
国
。
充
国
以
為
、
鳥
糠
間
数
犯
塞
、
三
旬
奴
撃
之
、
於
漢
便
。

又
旬
奴
希
冠
盗
、
北
辺
幸
無
事
。
蛮
夷
自
相
攻
撃
、
而
発
兵
要
之
、
招

吉
生
事
、
非
計
器
。
光
段
間
中
郎
将
萢
明
友
、
明
友
言
可
撃
。
於
是
拝

明
友
指
導
遼
将
軍
、
将
二
萬
騎
出
遼
東
。
君
命
聞
漢
兵
船
、
引
去
。
初
、

光
誠
明
友
、
勲
章
面
出
、
即
後
文
奴
、
遂
撃
鳥
桓
。
鳥
桓
時
新
中
旬
奴

等
、
明
友
既
後
旬
奴
、
因
乗
烏
桓
激
、
撃
之
、
斬
首
六
千
絵
級
、
獲
三

王
酋
、
還
、
封
為
平
陵
侯
。

が
最
も
早
く
、
こ
の
事
件
は
昭
帝
紀
元
鳳
三
年
（
前
七
八
）
に
「
冬
、
遼
東

置
薬
反
、
以
中
郎
将
萢
明
友
為
度
肝
将
軍
、
将
北
辺
七
郡
郡
二
千
騎
撃
之
扁

と
見
え
る
。

　
『
史
記
』
『
漢
書
隔
で
は
ほ
ぼ
不
明
と
い
っ
て
よ
い
前
二
世
紀
の
状
況
に

つ
い
て
は
、
『
後
漢
書
㎏
鳥
桓
鮮
卑
列
伝
に
、

烏
前
者
、
本
東
胡
也
。
丁
霊
、
旬
奴
冒
頓
滅
其
国
、
絵
類
保
烏
檀
山
、

因
以
為
号
焉
。
…
…
鳥
桓
自
為
冒
頓
所
破
、
衆
遂
孤
弱
、
常
語
伏
旬
奴
、

歳
輸
牛
馬
弟
皮
、
過
時
不
具
、
輔
没
其
妻
子
。
及
武
帝
遺
愚
論
将
軍
震

去
病
撃
破
飼
奴
左
地
、
因
徒
鳥
桓
於
上
谷
・
漁
陽
・
右
北
平
・
遼
西
・

遼
東
五
郡
塞
外
、
為
漢
偵
察
旬
奴
動
静
。
其
大
人
歳
～
朝
見
、
於
是
始
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考’（吉本）胡東

置
護
鳥
橿
校
尉
、
秩
二
千
石
、
擁
節
監
領
置
、
使
不
得
与
墨
譜
交
通
。

と
見
え
る
。

に
は
、

烏
桓
と
と
も
に
東
胡
の
後
喬
と
さ
れ
る
掛
盤
に
つ
い
て
、
同
伝

鮮
卑
者
、
亦
東
胡
之
支
也
、
別
依
鮮
卑
山
、
故
因
号
焉
。
－
毒
隈
初
、
亦

為
冒
頓
所
破
、
遠
窟
遼
東
塞
外
、
与
鳥
桓
相
接
、
未
常
通
申
国
焉
。

と
あ
る
、
烏
韓
国
・
鮮
卑
山
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
阿
噌
科
嵩
置
旗
・
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

爾
沁
右
翼
中
旗
に
比
定
す
る
張
穆
噌
蒙
古
遊
牧
記
』
の
説
が
『
後
漢
書
幅
の

記
述
に
最
も
適
合
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
科
右
中
旗
は
遼
東
郡
の
北
方
に
位

置
し
、
か
つ
阿
噌
科
爾
沁
旗
は
言
意
同
字
の
西
南
に
あ
っ
て
「
相
接
し
の
位

置
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
震
魚
病
の
旬
奴
宝
地
撃
破
は
、
『
漢
書
扇
子

帝
紀
党
狩
四
年
（
前
＝
九
）
に
「
急
病
与
左
賢
覧
戦
、
斬
獲
首
虜
七
万
籐

級
、
毒
蛾
居
巣
山
乃
還
」
と
見
え
る
。
崩
書
の
五
菜
塞
外
へ
の
移
住
は
『
後

漢
書
』
に
初
見
し
、
護
童
蒙
校
尉
も
『
漢
書
燥
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、

『
漢
書
睡
昭
帝
紀
「
鳥
桓
反
」
は
、
そ
れ
以
前
に
鳥
橿
が
漢
の
覇
縢
下
に
あ

っ
た
こ
と
を
明
示
し
、
旬
奴
左
地
撃
破
を
契
機
に
鳥
槙
を
遷
徒
さ
せ
た
と
す

る
記
述
を
支
持
す
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
烏
開
山
を
長
城

か
ら
遠
か
ら
ぬ
阿
潜
艦
欝
血
旗
に
比
定
す
る
こ
と
の
妥
当
性
を
も
示
す
。

　
烏
桓
を
東
胡
の
後
壁
と
す
る
こ
と
は
、
『
三
国
志
』
鳥
丸
鮮
卑
東
夷
伝
斐

松
之
注
に
引
く
王
沈
『
魏
書
聴
「
鳥
丸
者
、
東
胡
也
。
漢
初
、
旬
奴
冒
頓
滅

其
国
、
飴
類
保
鳥
丸
山
、
因
以
題
号
焉
」
に
初
見
し
、
覗
後
漢
書
』
鳥
屋
町

卑
列
伝
は
こ
れ
を
ほ
ぼ
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
で
は
、
『
後
漢
書
』
孝

和
孝
膓
帝
紀
李
賢
注
に
引
く
閥
鯛
『
十
三
州
志
』
に
、
班
彪
の
発
言
が
伝
え

ら
れ
、

護
烏
丸
、
擁
節
、

於
飼
姐
中
郎
将
。

復
更
置
焉
。

秩
比
二
千
石
、
武
帝
置
、
以
護
内
附
鳥
丸
、
既
而
井

申
興
初
、
班
彪
上
言
宜
復
此
官
、
以
招
附
東
胡
、
乃

と
、
鳥
桓
を
「
東
胡
」
と
称
し
て
は
い
る
が
、
鳥
桓
が
胃
頓
に
討
滅
さ
れ
た

東
胡
の
後
喬
で
あ
る
こ
と
を
明
善
超
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、

そ
の
後
代
性
か
ら
い
っ
て
心
許
な
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
電
脳

の
地
に
前
～
四
四
年
ま
で
「
東
嶺
王
」
が
あ
り
、
そ
の
四
半
世
紀
後
の
苗
一

一
九
年
の
時
点
で
鳥
桓
の
存
在
が
確
認
で
き
る
と
い
う
事
実
は
、
「
東
胡

王
」
支
配
下
の
東
胡
遺
民
を
鳥
檀
と
同
定
し
、
鳥
桓
・
鮮
卑
を
東
胡
の
後
喬

と
す
る
～
連
の
記
述
を
支
持
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
鳥
指
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
記
述
は
、
王
沈
開
額
面
撫
↓
咽
三
国
志
隔
二

三
鮮
卑
東
夷
伝
↓
咽
後
漢
書
一
言
橿
鮮
卑
列
伝
と
時
代
が
降
る
ほ
ど
詳
細
に
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な
っ
て
お
り
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
後
代
の
記
述
ほ
ど
信
用
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
わ
け
だ
が
、
鳥
桓
に
関
す
る
限
り
、
『
後
漢
書
」

の
記
述
は
そ
れ
以
前
の
断
片
的
な
材
料
と
よ
く
適
合
し
て
い
る
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

①
李
逸
友
一
九
五
九
。

②
寧
城
南
山
根
は
今
日
で
は
並
家
店
上
層
文
化
の
遺
跡
と
さ
れ
る
が
、
夏
家
店
上

　
層
文
化
を
東
胡
に
帰
す
る
こ
と
は
、
つ
と
に
、
赤
峰
紅
山
後
遣
跡
の
発
見
に
際
し

　
て
濱
圏
耕
作
ら
が
提
唱
し
て
い
る
（
東
亜
考
古
学
陰
湿
～
九
三
八
）
。

③
宮
本
一
夫
二
〇
〇
〇
・
町
田
章
二
〇
〇
六
。

④
墨
家
店
上
層
文
化
を
東
遊
の
遺
存
と
す
る
説
は
林
幹
一
九
八
九
・
加
藤
謙
＝

　
九
九
八
な
ど
文
献
史
学
に
受
容
さ
れ
た
。

⑤
烏
恩
岳
斯
図
二
〇
〇
七
。

⑥
林
渓
一
九
九
二
a
・
二
〇
Ω
二
。

⑦
鳥
恩
岳
斯
図
二
〇
〇
七
。

⑧
臼
杵
爆
傷
〇
〇
四
。

⑨
板
石
墓
文
化
に
つ
い
て
は
、
燦
甑
滞
空
巷
8
這
¢
。
。
．
高
浜
秀
一
九
九
九
．
薦

　
恩
学
二
〇
〇
二
・
烏
恩
藩
学
図
二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
七
　
…
一
一
二
～
二
一
四
・
臼

　
杵
勲
二
〇
〇
四
・
徳
利
清
二
〇
〇
五
　
一
五
四
～
｝
六
一
な
ど
を
参
照
。
呼
倫
貫

　
爾
高
原
の
板
石
墓
に
つ
い
て
は
、
米
文
平
～
九
九
七
を
見
よ
。

⑩
軋
資
諾
爾
文
化
な
ど
早
期
鮮
卑
の
考
古
学
的
文
化
に
つ
い
て
は
、
喬
梁
・
楊
晶

　
二
〇
〇
三
・
孫
進
己
・
孫
海
二
〇
〇
三
・
臼
杵
電
磁
〇
〇
四
・
魏
三
編
二
〇
〇

　
四
・
孫
危
二
〇
〇
七
な
ど
を
参
照
。

⑪
　
二
〇
〇
二
～
〇
三
年
、
内
蒙
古
林
西
国
井
溝
同
素
壮
西
区
に
お
い
て
、
春
秋
後

　
期
～
戦
国
前
期
、
前
五
～
前
四
世
紀
に
断
代
さ
れ
る
五
八
基
の
墓
葬
が
発
掘
さ
れ

　
た
。
後
期
に
属
す
る
比
較
的
保
存
状
態
の
よ
い
二
八
基
の
う
ち
、
二
五
基
に
は
ウ

　
マ
・
ウ
シ
・
ヒ
ツ
ジ
・
ロ
バ
・
ラ
バ
な
ど
家
畜
の
骨
格
が
副
葬
さ
れ
て
い
た
が
、

　
農
具
や
農
産
物
は
全
く
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
被
葬
者
の
頭
骨
二
〇
個
は
北
ア
ジ

　
ア
ー
ー
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
。
夏
家
店
上
層
文
化
終
末
の
の
ち
、
こ

　
の
地
に
南
下
し
た
遊
牧
民
の
遺
跡
で
あ
り
、
吉
林
大
学
心
耳
考
古
研
究
中
心
・
内

　
蒙
古
文
物
考
古
研
究
所
二
〇
〇
四
・
朱
泓
二
〇
〇
六
は
こ
れ
を
東
胡
に
比
定
す
る

　
が
、
年
代
・
地
望
の
点
で
文
献
的
記
述
に
適
合
し
な
い
。

⑫
狭
に
関
す
る
同
時
代
的
記
述
で
最
も
早
く
年
代
付
け
ら
れ
る
も
の
は
、
隅
春
秋

　
経
瞼
荘
三
十
二
（
薫
製
六
二
）
「
秋
伐
邪
」
で
あ
る
。
春
秋
中
・
後
期
か
ら
戦
国

　
後
期
に
か
け
て
内
蒙
古
中
南
部
に
あ
っ
た
毛
慶
溝
文
化
の
担
い
手
が
こ
の
「
秋

　
王
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
桃
紅
巴
拉
文
化
の
後
套
平
原
お
よ
び
オ
ル
ド
ス

　
の
遺
跡
は
そ
れ
ぞ
れ
、
旬
奴
列
伝
「
而
趙
武
明
王
亦
変
俗
胡
服
、
習
騎
射
、
北
破

　
林
胡
・
楼
煩
」
の
林
野
・
楼
煩
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
詳
細
は
吉
本
二
〇

　
〇
六
・
二
〇
〇
八
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑬
孫
諮
譲
『
墨
子
問
詰
』
巻
四
／
兼
愛
中
第
十
五
「
北
為
防
原
鴻
、
説
文
自
部
云

　
「
防
、
隠
也
、
」
周
礼
稲
人
云
「
以
防
止
水
、
」
原
、
亦
水
嵩
、
無
考
、
畢
云
「
孤
、

　
疑
即
雁
門
孤
水
也
、
」
詰
譲
案
、
説
文
水
部
云
「
瀕
水
、
起
鷹
門
覆
人
賦
夫
山
、

　
東
北
入
海
」
、
即
嘘
池
之
原
、
此
挙
其
原
、
下
又
詳
其
委
也
、
注
脚
笹
目
、
畢
読

　
「
注
」
属
警
句
、
非
、
此
角
岩
「
注
五
湖
之
処
」
、
文
例
正
坐
、
后
之
邸
、
疑
即

　
職
方
氏
井
州
沢
薮
之
業
余
祁
也
、
美
園
三
態
測
器
、
燕
有
二
又
祁
、
釈
文
引
孫
炎

　
本
、
「
祁
」
作
「
底
」
、
「
祁
」
「
底
」
「
邸
」
、
三
音
近
相
通
、
「
昭
」
作
「
后
」
者
、

　
疑
省
「
昭
」
為
「
召
」
、
事
誤
作
門
派
駄
、
門
之
」
「
余
」
音
譜
相
転
、
漢
書
地
理
志

　
「
太
原
郡
都
九
受
認
北
、
是
為
昭
余
震
、
井
州
薮
、
在
番
山
西
太
原
府
祁
懸
東
七

　
里
、
」
嘘
池
之
留
、
職
方
氏
「
井
州
門
川
虚
池
」
、
鄭
注
云
「
慮
池
出
歯
城
、
」
案
、

　
漢
書
地
理
志
亦
作
「
嘩
池
」
、
礼
記
礼
器
作
「
悪
池
」
、
注
云
「
悪
当
為
呼
、
声
之

　
誤
也
、
」
「
瞭
」
「
呼
」
字
同
、
戦
国
策
秦
韓
中
山
策
、
夏
作
「
呼
池
」
、
畢
云
「
即

　
虚
誕
河
、
出
講
山
西
繁
時
縣
、
古
無
「
池
」
掌
、
即
花
異
文
、
故
此
亦
臨
池
為
花

　
也
、
」
顧
云
漏
欝
隔
即
『
漬
削
字
、
周
掌
大
宗
伯
注
糊
四
贅
』
、
釈
文
本
亦
作
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考（吉本）胡東

　
噸
風
輪
、
」
酒
為
底
柱
、
酒
与
下
文
瀧
瞬
、
当
読
所
宜
反
、
門
底
扁
嶺
山
門
底
」
、
禺

　
貢
「
東
下
子
猿
柱
扁
、
偽
孔
伝
云
「
繋
柱
、
山
名
、
河
水
分
流
、
包
山
田
過
、
山

　
見
水
中
、
若
索
然
、
在
西
岳
之
界
、
」
酒
壷
謂
分
流
也
、
畢
云
「
説
文
云
『
瀧
、

　
汎
也
隔
、
酒
田
音
字
、
水
経
云
糊
砥
柱
山
巡
河
東
大
腸
縣
二
河
申
、
臨
括
地
志
云

　
『
底
柱
山
俗
名
三
門
山
、
挾
石
縣
東
北
五
十
婁
黄
河
之
申
暁
、
案
、
乗
取
山
西
平

　
陸
縣
東
五
十
里
、
三
門
山
東
、
」
竪
為
龍
門
、
畢
云
「
水
二
塁
『
龍
門
山
在
河
東

　
皮
氏
縣
西
、
㎞
括
地
志
云
欄
龍
門
山
在
同
州
韓
城
縣
北
五
十
里
隔
、
山
在
今
河
津
韓

　
城
二
難
聴
、
扁
」

⑭
吉
本
二
〇
〇
二
a
。

⑮
孫
詰
譲
『
墨
子
問
詰
薩
巻
五
／
非
攻
中
第
十
八
「
錐
北
岳
且
不
［
著
増
、
道
蔵

　
本
如
此
、
正
本
作
「
中
山
諸
国
」
、
云
門
四
字
旧
作
『
且
一
不
著
何
』
五
字
、
　
～

　
本
如
此
、
史
記
趙
世
家
云
『
恵
文
王
三
年
目
中
山
、
聖
霊
王
篤
学
施
』
、
表
作
四

　
年
、
元
和
郡
縣
画
面
『
薩
州
、
戦
国
疇
為
中
山
国
、
申
山
之
地
方
五
百
里
、
城
中

　
有
山
、
故
臼
中
山
、
㎞
今
薩
隷
画
集
是
、
」
蘇
云
「
中
山
面
識
当
魏
文
侯
世
、
墨
子

　
与
子
夏
子
門
人
同
時
、
中
事
猶
当
及
腰
之
、
畢
引
史
記
趙
恵
文
王
三
年
山
中
山
、

　
非
是
、
」
詰
譲
案
、
中
山
初
詣
於
魏
、
後
滅
於
趙
、
詳
所
染
篇
、
然
此
「
中
山
諸

　
国
」
四
字
、
乃
後
人
臆
改
、
実
当
作
「
且
不
著
侮
」
四
字
、
旧
本
寺
「
且
こ
、

　
道
蔵
本
作
門
且
不
一
」
、
並
術
「
一
」
字
、
門
且
」
疑
門
祖
」
之
借
字
、
国
語
晋
語

　
「
献
公
田
見
羅
粗
之
筑
」
、
章
注
云
「
羅
祖
、
国
名
」
、
是
也
、
不
著
何
亦
北
胡
国
、

　
周
書
王
会
篇
云
門
不
屠
何
青
熊
」
、
孔
晃
注
云
「
不
履
何
、
亦
東
北
夷
也
」
、
管
子

　
小
匡
篇
門
二
胡
豹
、
破
屠
何
」
、
勢
注
云
「
暦
何
、
東
胡
之
先
也
」
、
劉
恕
通
鑑
外

　
紀
門
周
恵
王
一
二
十
三
年
、
斉
桓
公
三
三
破
屠
何
扁
、
画
一
扁
、
門
著
」
声
類
隅
、
不
著

　
何
、
即
詠
屠
何
度
、
又
王
会
伊
歩
献
令
「
正
北
有
且
略
章
胡
」
、
群
書
、
即
此
且
、

　
及
左
伝
「
霧
租
」
、
「
豹
胡
」
、
亦
即
自
幻
夢
、
「
豹
」
「
不
」
、
「
胡
」
「
何
」
、
並
一

　
声
之
転
、
不
屠
何
、
漢
為
徒
何
縣
、
属
遼
西
郡
、
故
城
在
今
奉
天
錦
州
府
錦
縣
西

　
北
、
根
、
拠
国
語
豊
玉
献
公
所
滅
、
所
在
無
考
、
其
所
以
亡
山
県
・
代
・
胡
額
之

　
間
者
、
豹
、
絡
之
俗
、
詳
兼
愛
中
篇
」
。

⑯
秦
・
趙
・
燕
の
辺
郡
に
つ
い
て
、
『
漢
書
臨
地
尚
志
に
見
え
る
古
国
・
異
族
に

　
由
来
す
る
縣
名
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
［
朧
西
郡
］
樺
桜
・
上
郵
・
皇
道
・
大

　
夏
・
莞
道
・
［
安
定
郡
］
諸
氏
・
月
（
支
）
〔
氏
〕
道
・
［
転
地
郡
｝
車
首
・
義
渠

　
道
・
［
上
郡
］
亀
叢
・
［
単
方
郡
］
渠
捜
・
［
鵬
門
郡
］
楼
煩
・
［
代
郡
］
代
・
［
右

　
北
平
郡
］
無
終
。

⑰
白
鳥
庫
吉
一
九
一
〇
～
＝
二
。

⑱
郭
治
中
一
九
九
七
。

⑲
魍
史
記
輪
恵
景
問
侯
者
年
表
門
亜
谷
以
旬
奴
東
胡
王
降
、
故
燕
二
郷
結
子
侯
、

　
千
五
百
戸
扁
は
盧
縮
の
「
子
」
と
す
る
が
、
「
子
」
は
お
そ
ら
く
「
孫
」
字
の
破

　
損
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑳
隅
後
漢
書
塩
耳
漏
奴
列
伝
「
（
元
和
）
二
年
中
後
八
五
）
正
月
、
北
幻
奴
大
人

　
車
利
・
源
翠
蓋
亡
来
入
塞
、
凡
七
十
三
輩
。
時
北
虜
衰
耗
、
党
子
離
畔
、
南
部
攻

　
其
前
、
丁
零
冠
其
後
、
鮮
中
置
証
左
、
西
域
侵
凝
立
、
不
復
自
立
、
乃
遠
引
而

　
去
」
。
こ
の
時
点
ま
で
に
丁
零
は
独
立
を
回
復
し
て
い
る
。

⑳
『
蒙
古
遊
牧
記
撫
巻
一
／
科
爾
沁
部
／
右
翼
中
旗
、
「
旗
西
三
十
里
有
官
卑
山
、

　
土
人
名
蒙
格
」
・
巻
三
／
隣
唯
科
爾
沁
部
門
旗
西
北
…
百
四
十
里
有
烏
韮
山
、
即

　
鳥
丸
山
」
。

結

語

　
若
干
の
所
見
を
補
足
し
つ
つ
、
東
胡
の
推
移
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

　
中
国
北
彊
に
対
す
る
遊
牧
民
の
南
下
は
、
前
索
、
四
世
紀
の
交
に
よ
う
や

く
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
遊
牧
民
お
よ
び
そ
の
後
商
で
あ
る
旬
奴
・
鮮
卑
な

ど
は
、
蔚
四
世
紀
以
前
か
ら
中
国
北
彊
に
あ
っ
た
諸
文
化
の
担
い
手
と
は
形

質
人
類
学
的
に
相
違
す
る
の
で
あ
り
、
夏
家
店
上
層
文
化
や
十
二
台
丁
子
文
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化
を
東
雲
に
比
定
す
る
説
は
成
立
し
が
た
い
。

　
遊
牧
民
の
南
下
に
対
し
、
秦
・
趙
・
燕
は
北
彊
に
長
城
を
構
築
し
、
辺
郡

を
設
置
し
た
。
前
三
世
紀
の
趙
に
侵
攻
し
た
勢
力
に
は
「
胡
絡
」
「
藩
何
し

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
前
漢
の
旬
奴
・
東
胡
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ザ
バ
イ
カ
ル
東
部
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
東
部
・
南
部
さ
ら
に
呼
倫
霧
雨
高
原
に
は

倒
奴
文
化
に
先
行
す
る
板
石
墓
文
化
が
あ
り
、
そ
の
担
い
手
が
東
灘
で
あ
ろ

う
。　

燕
も
ま
た
長
城
を
構
築
し
て
い
る
の
で
、
遊
牧
民
の
南
下
を
被
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
代
的
な
記
録
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
遊
牧
民
が

戦
国
期
に
何
と
呼
ば
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
趙
北
の
「
屠
何
」
が
燕
北
に

も
侵
攻
し
た
可
能
性
は
大
き
い
が
、
前
漢
初
年
の
記
述
で
は
こ
の
遊
牧
民
は
、

「
胡
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
義
塾
侵
攻
を
反
映
し
て
、
む
し
ろ
旬
奴

と
認
識
さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

　
前
三
世
紀
末
の
飼
奴
冒
頓
単
子
の
攻
撃
で
二
胡
は
解
体
し
た
。
戦
国
後
期

に
山
北
に
あ
っ
た
「
屠
何
」
が
漢
代
の
文
献
で
は
苓
北
に
あ
る
も
の
と
さ
れ

る
よ
う
に
、
東
胡
が
よ
り
西
方
の
勢
力
圏
を
喪
失
し
、
そ
の
…
部
が
燕
北
に

東
遷
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
燕
北
に
東
遷
し
た
東
胡
遺
民
、
お
そ
ら

く
の
ち
の
烏
桓
は
、
前
工
世
紀
前
半
に
は
、
鋤
奴
の
「
東
胡
王
」
の
支
配
下

に
あ
っ
た
。
こ
の
「
東
胡
王
」
の
存
在
を
根
拠
と
し
て
、
戦
国
以
前
の
燕
北

に
東
胡
が
あ
っ
た
と
す
る
認
識
が
成
立
し
た
。

　
以
上
、
東
胡
に
関
わ
る
文
献
的
記
述
を
精
査
し
た
上
で
、
考
古
学
的
資
料

と
の
整
合
を
試
み
た
が
、
双
方
の
材
料
か
ら
獲
得
さ
れ
る
情
報
は
な
お
絶
対

的
に
不
足
し
て
お
り
、
本
稿
の
所
見
も
な
お
不
確
定
な
部
分
を
多
く
含
む
も

の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
資
料
的
限
界
を
率
直
に
認
知
し
た
上

で
、
文
献
史
学
・
考
古
学
は
安
易
な
附
会
に
陥
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
純
粋

に
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
に
基
づ
く
よ
り
確
実
な
知
見
の
蓄
積
に
つ
と
め
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

引
用
文
献

【
日
　
　
　
文
】

秋
山
進
午
一
九
六
八
～
六
九
「
中
国
東
北
地
方
の
初
期
金
属
文
化
の
様
相
一
考
古

　
資
料
、
と
く
に
青
銅
短
剣
を
中
心
と
し
て
一
」
、
『
東
北
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研

　
究
隔
、
同
朋
企
口
、
　
二
〇
〇
〇
、
　
～
⊥
ハ
～
～
二
＝
＝
二
百
ハ
。

臼
杵
勲
二
〇
〇
四
『
鉄
器
時
代
の
東
北
ア
ジ
ア
』
、
同
成
鶏
。

内
田
吟
風
一
九
四
三
門
鳥
桓
鮮
卑
の
源
流
と
初
期
社
会
構
成
一
古
代
北
ア
ジ
ア
遊

　
牧
毘
族
の
生
活
－
漏
、
凹
北
ア
ジ
ア
史
研
究
　
鮮
卑
柔
然
突
蕨
篇
㎞
、
同
朋
舎
、

　
　
九
七
五
、
一
～
九
三
頁
。

小
川
琢
治
一
九
二
九
「
北
支
那
の
鞘
管
蛮
族
」
、
『
支
那
歴
史
地
理
研
究
続
深
層
、
弘

　
文
堂
轡
｝
房
、
　
二
五
～
一
⊥
ハ
一
二
頁
。

加
藤
謙
一
一
九
九
八
『
旬
奴
「
帝
国
」
』
、
第
一
書
房
。

白
鳥
庫
吉
一
九
一
〇
～
一
三
「
東
堀
民
族
考
」
、
『
塞
外
三
族
史
研
究
隔
上
、
岩
波
書

　
店
、
一
九
八
六
、
六
三
～
三
二
〇
頁
。

高
浜
秀
一
九
九
九
「
大
興
安
嶺
か
ら
ア
ル
タ
イ
ま
で
1
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
騎
馬

　
遊
牧
文
化
一
偏
、
藤
規
繁
彦
編
『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
考
古
学
』
、
同
成
社
、
五

　
一
二
一
一
＝
エ
ハ
頁
。

a12　（398）



東　　胡 考’（吉本）

東
亜
考
古
学
会
編
一
九
三
八
『
赤
峰
紅
山
後
一
満
州
国
熱
河
省
赤
峰
紅
山
後
先
史

　
遺
跡
暁
、
東
亜
考
古
学
会
。

町
田
章
二
〇
〇
六
糊
中
国
古
代
の
銅
剣
嚇
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
。

宮
本
一
単
二
〇
〇
〇
魍
中
国
古
代
北
黒
糖
の
考
古
学
的
研
究
輪
、
中
国
書
店
。

吉
本
道
雅
一
九
九
八
「
史
記
戦
国
紀
年
考
」
、
『
立
命
館
文
学
臨
五
五
六
二
～
七
六
。

t
二
〇
〇
二
a
「
墨
子
小
考
」
、
『
立
命
館
文
学
匝
五
七
七
一
～
～
三
三
頁
。

－
二
〇
〇
二
b
（
輝
輝
掠
訳
）
「
旬
奴
初
見
考
」
『
愛
新
覚
羅
氏
三
代
隣
爾
泰
学
論

　
集
』
、
明
善
堂
、
一
九
七
一
二
一
囚
頁
。

一
二
〇
〇
六
時
史
記
旬
奴
列
伝
疏
証
一
上
古
か
ら
蟹
頓
単
干
ま
で
一
扁
魍
京

　
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
四
五
”
三
三
～
八
三
。

－
二
〇
〇
七
「
山
海
経
研
究
序
説
扁
、
噸
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
撫
四
六
一
二

　
七
～
六
八
。

－
二
〇
〇
八
門
豹
扁
、
魍
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
臨
四
七
、
（
未
刊
）
。

門
中
　
　
文
】

罷
徳
芳
一
九
九
四
「
試
論
夏
家
店
上
暦
文
化
的
青
銅
器
扁
、
魍
内
蒙
古
文
物
考
古
文

　
集
輪
、
申
国
大
百
科
出
版
社
、
二
九
六
～
三
一
六
頁
。

属
恩
学
二
〇
〇
二
『
俄
国
東
西
伯
利
亜
戯
画
東
考
古
暁
、
吉
林
大
学
出
版
社
。

郭
治
中
一
九
九
七
「
内
蒙
古
東
部
地
区
新
石
器
－
青
鍋
時
代
的
考
古
発
現
与
研
究
」
、

　
『
内
蒙
古
文
物
考
古
文
集
暁
第
二
輯
、
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
＝
二
～
二
三

　
頁
。

吉
林
大
学
辺
彊
考
古
研
究
中
心
・
内
蒙
古
文
物
考
古
研
究
所
二
〇
〇
四
門
二
〇
〇
二

　
年
内
蒙
古
林
西
縣
井
　
溝
子
遺
糞
西
区
墓
葬
発
掘
紀
要
」
、
『
考
古
与
文
物
隔
二
〇

　
〇
㎜
閏
．
　
一
　
”
⊥
ハ
～
一
九
。

斬
楓
毅
｝
九
八
七
「
夏
家
店
上
層
文
化
及
豪
族
属
闘
題
」
、
『
考
古
学
報
酬
　
九
八
七
．

　
二
一
一
七
七
～
二
〇
八
。

李
逸
友
一
九
五
九
門
内
蒙
古
最
善
達
盟
出
土
的
銅
器
調
査
扁
、
噸
考
古
』
｝
九
五
九
．

　
六
二
一
七
六
～
㎝
一
七
七
頁
。

f
一
九
詣
ハ
四
「
寧
城
南
由
固
下
根
山
山
土
銅
器
扁
、
内
薄
駅
＋
口
文
物
工
作
隊
編
『
内
郷
駅
｛
自
文

　
物
資
料
選
輯
圏
、
内
蒙
古
人
民
出
版
社
、
五
五
一
五
七
買
。

林
幹
一
九
八
九
『
東
胡
史
臨
、
内
蒙
古
人
民
出
版
社
。

林
幹
・
再
思
一
九
九
五
『
東
霊
鳥
桓
鮮
卑
研
究
与
附
論
』
、
内
蒙
古
大
学
出
版
社
。

林
渓
一
九
九
二
a
「
関
干
中
国
三
旬
奴
族
源
的
考
古
学
研
究
」
、
林
渓
　
九
九
八
り

　
三
六
八
一
三
八
六
。

一
一
九
九
二
b
「
東
譲
与
山
戎
的
考
古
探
索
扁
、
林
濡
一
九
九
八
　
三
八
五
～
三

　
九
六
。

i
～
九
九
八
糊
林
淫
学
術
文
集
駄
、
申
国
大
百
科
金
轡
出
版
社
。

一
二
〇
〇
三
「
中
国
北
方
長
城
地
帯
游
牧
文
化
帯
的
形
成
過
程
偏
、
哩
燕
京
学
報
』

　
一
四
　
九
五
～
～
四
五
。

劉
観
民
・
徐
光
翼
一
九
八
～
「
内
蒙
古
東
部
地
区
青
銅
器
時
代
的
両
種
文
化
〕
、
噸
内

　
蒙
古
文
物
考
古
』
創
刊
号
一
五
～
一
四
。

劉
国
祥
二
〇
〇
〇
門
夏
家
店
上
層
文
化
青
銅
器
研
究
」
、
明
考
古
学
報
駄
一
一
〇
〇
〇
，

　
四
”
四
五
一
～
五
〇
〇
。

馬
長
寿
｝
九
六
二
糊
鳥
橿
与
鮮
卑
駄
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
。

馬
料
清
二
〇
〇
五
『
原
旬
奴
、
旬
奴
一
拍
史
与
文
化
的
考
古
学
探
索
1
』
、
内

　
蒙
古
大
学
出
版
社
。

米
文
平
一
九
九
七
隅
鮮
卑
石
室
尋
甲
羅
隔
、
山
東
爾
報
出
版
社
。

喬
梁
・
楊
晶
二
〇
〇
三
「
早
期
拓
賊
鮮
卑
遺
存
試
探
」
、
『
内
蒙
古
文
物
考
古
』
二
〇

　
〇
三
．
二
一
五
一
～
五
八
。

孫
進
己
・
孫
海
二
〇
〇
三
「
鮮
卑
考
古
学
文
化
」
、
『
内
蒙
古
文
物
考
古
贈
官
〇
〇
三
．

　
二
”
五
九
～
七
〇
。

孫
危
二
〇
〇
七
槻
鮮
卑
考
古
学
文
化
費
究
』
、
科
学
出
版
社
。

魏
堅
編
二
〇
〇
四
『
内
蒙
古
地
区
鮮
卑
墓
葬
的
発
現
与
研
究
臨
、
科
学
出
版
社
。
王

　
輝
二
〇
〇
〇
『
秦
出
土
文
献
編
年
隔
、
新
文
豊
出
版
公
司
。

烏
恩
岳
斯
図
二
〇
〇
三
「
関
子
早
期
游
牧
人
文
化
研
究
上
的
幾
個
問
題
」
、
明
内
蒙
古

1ユ3　　（399）



　
文
物
考
古
㎞
二
〇
〇
三
．
二
　
三
七
～
五
〇
。

一
二
〇
〇
七
咽
北
方
草
原
考
古
学
文
化
研
究
－
青
銅
時
代
至
早
期
鉄
器
時
代

　
一
㎞
、
科
学
出
版
社
。

楊
寛
一
九
九
七
「
戦
国
郡
表
」
、
『
戦
国
史
一
九
九
七
増
訂
版
瞼
、
台
湾
商
務
印
轡
館
、

　
六
七
五
一
六
八
五
頁
。

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
二
〇
〇
四
糊
中
国
考
古
学
両
周
巻
睡
、
中
麟
社
会

　
科
学
出
版
社
。

朱
告
ハ
～
九
六
〇
門
遼
密
ず
朝
陽
十
ニ
ム
ロ
営
子
青
銅
叩
短
剣
墓
」
、
　
隈
ぢ
古
謙
ず
報
撫
　
一
九
六

　
〇
．
　
一
　
一
⊥
ハ
皿
二
～
七
二
。

朱
泓
二
〇
〇
六
「
東
胡
入
種
考
」
、
『
文
物
臨
二
〇
〇
六
．
八
”
七
五
～
七
七
、
八

　
四
。

朱
永
剛
一
九
八
七
「
夏
家
店
上
層
文
化
的
初
歩
研
究
」
、
欄
考
古
学
文
化
論
集
匝
｝
、

　
文
物
出
版
社
、
九
九
～
｝
二
八
頁
。

1
一
九
九
七
「
大
、
小
凌
河
流
域
含
曲
刃
短
剣
遺
存
的
考
古
学
文
化
及
相
関
問

　
題
扁
、
『
内
蒙
古
文
物
考
古
文
集
㎏
第
二
輯
、
中
国
大
百
科
全
書
繊
版
社
、
三
六

　
二
～
三
七
四
頁
。

門
露
　
　
　
文
】

員
匡
曾
霞
巷
。
じ
コ
〉
・
お
O
。
。
a
嵩
。
ミ
着
自
§
§
N
皐
き
襲
気
o
N
§
ミ
呈
N
§
§
竃

　
寒
魯
§
§
寓
S
望
自
臣
－
望
巻
員
ゆ
選
■
同
o
ρ
凝
培
，

114 （400）



東　　胡　　考（吉本）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　気

　　　　　　　　　　　　　　　1　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

／へっ・口論

　　　　　　　　　　l　　　　l

　　　　　　　　　！　　　　　　　／」L
　　　　　　　　　＼　　！．＼　／　　＼
　　　　　　　　　＼／｝　　、》　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿．＿．，」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ噛〕’
　　　　　　　　　　　　　　　〆一．／　　　／

　　　　　　　　　　　　　ノ　’ノ　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

一．t

、一冒ノ

／
’

，
／

’

／

r

l
rノ

／

／

／

／

／

／

／

▲　夏家店上層文化

x　十二台営子文化
　　（烏恩岳斯図2007：174－180，

　　　224－226に言及された縣）

一一 ﾂ石墓文化の東限・南限

　　（Uisi6MKTapoB　1998：194

　　参照）

科爾沁右翼中旗●

●阿噌科爾沁旗（清代）

糊／▲▲△鍔

／

／

一一d　一一　一dd－V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　／’一’n一”一’一一’一t－t－r

　　　！・r’へ一．、．．．．．ノ’’”　　1

　　ノ　　、　　　　　’　　　　　i

　　t’　”1　！　i，
ノ。。郡1画上谷糾醐

2　韓　＼　＼　華
　尾　　　　　　；　　　　　　＼　　　　　　　　、

　1　　　　！　　　　ノ　　一一，ノ’一ρ一『”1

ノ　　　　，ノ　　　　　　1　！　　　　　㍉　　　　、、

；　’，．　”k．　L　　：　’L！　　　　　　　　1　　　　　、ノ　　　　　　　＼

　　　　　　ノ　　　　　　〆、　　　　　　　＼．
　　　ri”’　’ix　．．．．．．．iit’　1

　　　，ノ　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　N

．t一・一・一・ C’
f”’i一”一”一””“”

　　11i一　×

老漣西郡×
船　　＼

？n7　▲、盆、

　　×　＞S．’iz

　　　　　11　．
右北平郡

　　　　　　　　Z
　　　一一一一s　×

　　　　｝　遼東郡

靴榛，漢尾）

、
！
ノ
ー
ー
、
、

、

関係地図
115　（401）



partisan　de　la　pa£rie．

The　Establishment　of　Japanese　Opium　Regirne　in　Guandong　Leased

　　Te㎡tory（関東州）and　the　Chinese　Merchants：A　Study　on

　　　　　　　　　　　　　　　　　Japanese　Rule　of　the　Region

by

KATSURAGAwA　Mitsumasa

　　We　can　see　three　inexplicable　features　in　the　Japanese　opium　regime　in　the

Guandong　Leased　Territory　at　the　begimhg　of　its　es£ablislnnent．　Considerations

of　them，　while　paying　attention　to　their　relations　with　the　activi£ies　of　local

Chinese　opium　merchants，　made　it　evident　that　the　employment　of　the　opium　farm

systerr｝　by　the　Japanese　Guandong　Government　airned　at　mal〈ing　Guandong　an　ex－

clusive　market　for　Taiwanese　prepared　opium，　but　the　aim　was　not　successful．　lt

has　also　become　understandable　that　the　Japanese　planned　to　separate　Guandong

丘om　the　economic，　human　and　social　networks　which　had　been　set　up　around　the

regton　to　connect　it　to　all　the　other　regions　of　the　Chinese　mainland．　The　final　goal

was　to　connect　it　to　Taiwan　in　order　to　build　up　a　new　networl〈　ranging　from

Tol〈yo，　the　apex，　to　Guandong　and　Taiwan．　lt　could　be　said　that　the　plan　would

probably　be　the　basic　measuire　at　that　moment　in　order　to　rule　Guandong，　or　one

of　the　tempo1”ary　basic　strategies　to　form　the　Japanese　empire．　The　later　adjust－

ment　of　the　opium　regime　in　Guandong　was　for　the　purpose　of　founCljng　a　main　pil－

lar　to　advance　or　stabikse　the　rule　of　the　region．　lt　can　be　concluded　that　histoxical

research　of　the　opium　problems　is　significant　as　a　payt　of　the　historical　research　of

the　Japanese　empire．

On　the　Donghu

by

YOSHIMOTO　Michimasa

　　It　goes　without　saying　t］hat　the　opposltion　of　agrticulturaljsts　in　China　propey　to

the　nomads　of　Mongolja　was　one　of　the　dynamics　in　the　history　of　eastern　Eura一

（4　rol）



sia．　As　shown　by　tlte　fact　that　the　“Xiongnu　Liezhuan”　chapter　of　the　Shi’i　the

first　detailed　written　description　of　nomads，　the　Xiongnu　were　the　earliest　nomads

to　maintain　continual　contact　witl｝　China．　Before　the　estabiishment　of　their　own

empire，　the　Xiongnu　are　said　to　have　been　situated　between　the　Donghu　on　the

east　and　Rouzhi　on　the　west，　so　it　can　be　surrnised　that　the　Donghu　had　probably

established　the　first　nomad　empire　in　the　eastern　Eurasia　prior　to　that　of　the

Xiongnu．　But血spite　of　such　historical　importance，　only丘agmentary　accounts

have　been　handed　down　about　the　Donghu　because　their　empire　was　destroyed　by

an　Xiongnu　attack　at　the　end　of　the　3rd　century　B．C．　and　they　had　no　opportunity

for・continuous　interchange　with　China．

　　The　“Xiongnu　Liezhuan”　first　mentions，　“the　Donghu　and　Shanrong　were　to　the

north　of　the　Yan　state”　in　the　descriptions　of　the　Spring　and　Autumn　period．　lt

then　recounts　the　Yan　general　Qin　Kai’s　repelling　of　the　Donghu　in　the　descrip－

tions　of　constmction　of　the　great　walls　by　the　Qin，　Zhao，　and　Yan　states　during

the　Late　War血g　States　period．　Then，　in　deschbing　the　First　E1nperor’s

achievement，　it　recounts，　“the　Donghu　were　strong　and　the　Rouzhi　prosperous．”

Finally，　the　destruction　of　the　Donghu　is　found　in　the　description　of　Maodult

Shanyti’s　estabiisiment　of　his　empire．　This　series　of　descriptions　is　the　oniy

source　that　dea1＄　with　the　Donghu　diachronicai1y．　ln　addition　to　these，　descriptions

of　the　Wuhuan　and　Xianbei　as　tribes　that　were　descendants　of　the　Donghu　are

seen　in　the　“Wuhuan　Xianbei　Liezhuan”　of　the　ffouhanshu　and　elsewhere．

　　Recently，　as　a　result　of　the　incyease　in　archaeoiogical　materials，　systematic　stu－

dies　of　Xianbei’s　tombs　have　been　pubtished，　and　furthermoye，　there　has　been　an

attempt　to　see　the　Donghu　as　the　source　of　Xianbei　cuiture　based　on　a　survey　of

the　archaeological　evidence．　Generally　spealting，　descriptions　in　the　“Xiongnu

Liezhuan”　have　been　quoted　uncriticaily　in　these　studies．　Howevey，　descriptions　in

the　Shi’i　are　problematic　and　can　never　be　accepted　uncriticaBy．　This　paper　adopts

such　a　point　of　view　in　attempting　to　comprehensively　criticize　the　historica｝　de－

scriptions　of　the　Donghu，　and　thereby　coordinates　reliabie　historical　information，

which　has　been　filtered　though　this　process，　with　archaeological　studies　to　ascer－

tain　those　rnatters　that　can　be　lmown　about　the　Donghu　at　present．
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